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　６月４日、須加小学校では、５・６年生を対象に郷土
芸能の獅子舞体験が行われました。
　これは、音楽の授業時間を使用し、郷土芸能を知りそ
の魅力を感じてもらおうと下中条獅子舞保存会の協力
を得て実施されました。児童らは目の前で繰り広げられ
る獅子が舞う迫力に圧倒されながらも、演舞後には実際
に獅子に触れるなど、身近な民族芸能を体験しました。

～今の残高はどのくらい？～
　行田市の借金の状況を公開します……………２～３
～なくそう非行 みんなで取り組む青少年の健全育成～
　7月は「青少年の非行問題に取り組む全国強調月間」です………４～５
保健案内……………１８～１９
写真館……………２２～２３
広場……………２４～２５
催し・募集……………２６～２９
歴史系譜・キラリ元気……………３０
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〜
今
の
残
高
は
ど
の
く
ら
い
？
〜

行
田
市
の
借
金
の
状
況
を
公
開
し
ま
す

行田市の借金（市債）の状況を公開します。市の借金は、建設事業のほか、国の
政策による交付税の減額や市税の減税の補てんなどにも充てられています。

ほかの市と比べた行田市の状況
●市民１人当たり借金残高
県内40市中多いほうから8位（平成17年度決算）となっています。（特別会計・企業会計含まない）
●実質公債費比率
11.9％（平成17年度決算）　県内市の平均　12.5％
これは、市の借金全体の返済に関する指標です。低いほどよい指標です。（危険水域18.0％以上）
県内40市中低いほうから17位と平均よりも良い位置にいます。

借金の返済の指標では、交付税で補てんされるものを多く借り入れていることなどから県内の比較では
平均値となっていますが、借金の残高は、依然として多いほうですので、これからも借金の減額に積極的
に取り組みます。

豆知識

市の借金残高の推移

市民1人当たりの市の借金残高

※特例地方債
　減税補てん債、臨時財政対策債、
臨時税収補てん債のこと。後年度
の返済の際に全額が交付税に上乗
せされ、国から交付されます。（次
ページ参照）
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※平成17年度以前も旧南河原村分を合算して比較しています

289,739

市民1人当たり合計
57万 4,803円
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こうなっています　一般会計目的別の内訳
区            分

平成１７年度
末現在高
（Ａ）

平成１８年度
発行額
（Ｂ）

平成１８年度元利償還額 平成１８年度末残高 （Ｄ）の借入先別内訳

元金 （Ｃ） 利   子 計 差引現在高
（Ａ＋Ｂ−Ｃ）（Ｄ）

うち旧南河原村
承継分 国からの借入 民間等（銀行等）

からの借入

1 総務債 66,719 284,900 14,924 2,340 17,264 336,695 33,302 40,985 295,710

2 民生債 1,555,402 20,400 109,896 33,053 142,949 1,465,906 46,630 0 1,465,906

3 衛生債 316,146 0 5,839 5,764 11,603 310,307 0 20,907 289,400

4 農業債 54,466 30,000 750 780 1,530 83,716 0 12,400 71,316

5 土木債 6,128,665 484,700 649,819 147,196 797,015 5,963,546 359,774 1,597,800 4,365,746

6 住宅債 477,932 0 49,035 22,340 71,375 428,897 22,103 428,897 0

7 消防債 285,915 72,200 40,501 10,747 51,248 317,614 16,080 115,154 202,460

8 教育債 6,262,334 106,900 748,420 182,863 931,283 5,620,814 229,790 1,703,248 3,917,566

9
土地開発公社
経営健全化対策資金
貸付事業債

1,617,600 0 269,900 17,884 287,784 1,347,700 0 0 1,347,700

10同和対策事業債 298,530 0 53,379 15,600 68,979 245,151 37,960 242,024 3,127

11臨時税収補てん債 391,069 0 29,004 7,998 37,002 362,065 11,097 362,065 0

12減税補てん債 2,941,580 112,300 229,684 37,671 267,355 2,824,196 95,264 2,824,196 0

13臨時財政対策債 5,382,267 887,500 47,217 78,747 125,964 6,222,550 577,145 3,510,084 2,712,466

            計 25,778,625 1,998,900 2,248,368 562,983 2,811,351 25,529,157 1,429,145 10,857,760 14,671,397

区　分 施　　設　　名 事業年度 借入額 平成 18 年度末残高 返済終了日

教育債 総合体育館「行田グリーンアリーナ」 H4 〜 H7 33 億 9,440 万円 13 億 2,730 万円 平成 33 年 3 月 25 日

教育債 学校給食センター「ひまわり」 H6 1 億 5,790 万円 8,703 万円 平成 27 年 3 月 25 日

民生債 総合福祉会館「やすらぎの里」 H7 〜 H10 19 億 2,320 万円 12 億 6,458 万円 平成 41 年 3 月 25 日

土木債 古代蓮会館 H10 〜 H12 11 億 3,580 万円 7 億 1,074 万円 平成 33 年 3 月 25 日

教育債 教育文化センター「みらい」 H13 〜 H15 21 億円 17 億 7,250 万円 平成 45 年 3 月 25 日

総務債 男女共同参画推進センター「VIVA ぎょうだ」 H17 〜 H18 2 億 8,490 万円 2 億 8,490 万円 平成 34 年 3 月 24 日

臨時税収補てん債…地方消費税（消費税 5%のうち 1%分）導入時（平成 9 年度）に税収が一年分に満たなかっ
たため、この減収額に対して借り入れたもの。

減 税 補 て ん 債…景気回復を目的に国の政策により個人市民税の定率減税などが実施され、その減収分の補
てんをするために借り入れたもの。

臨時財政対策債…本来必要な普通交付税の所要額を、財源不足により国が各自治体に満額配分できない状態
が続いていることから、その普通交付税の不足分を国と地方が折半して補てんするため、
地方負担分として各自治体が借り入れたもの。

☆これらの市債は、後年度の返済の際にその全額が交付税に上乗せされ、国から交付されます。

主要施設の市債残高
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目 的 別 残 高 の 状 況億円

（単位：千円）

▶問い合わせ　財政課財政担当（内線 326）

国の「土地開発公社経営健全化対策事業」を活用し、行田市土地開発公社が抱える借金を解消する
ための公社への無利子貸付の財源として、市が特別の市債（借金）を借り入れたもの。こうした取
り組みの結果、公社の長期借入分の借金残高は全額解消しました。
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覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
や
飲
酒
・
喫
煙

が
青
少
年
の
心
身
に
及
ぼ
す
弊
害
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
に
関
係
す

る
被
害
や
非
行
の
防
止
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、

青
少
年
の
非
行
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
や
そ
の

被
害
者
や
周
囲
の
人
の
悲
し
み
、
命
の
大
切
さ

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
広
報
啓
発
活

動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
住
民
、
企
業
、
関
係
機

関
、
地
域
の
青
少
年
育
成
団
体
な
ど
が
連
携
を

と
り
、
露
骨
な
性
描
写
や
粗
暴
性
を
助
長
す
る

内
容
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
や
出
版
物

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
、
非
行
を
誘
発
し
や
す
い
享

楽
的
な
施
設
な
ど
、
青
少
年
に
影
響
を
及
ぼ
す

有
害
環
境
の
浄
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
連
携
を
図
り
、
薬
物
乱
用
の

防
止
、
飲
酒
、
喫
煙
の
防
止
、
不
良
行
為
な
ど

の
早
期
発
見
、
補
導
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、

問
題
を
抱
え
る
青
少
年
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援

活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、
家
庭
の
役
割
が

最
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
教
育
に
関
す

る
講
座
を
充
実
し
、
乳
幼
児
期
の
親
子
の
信
頼

関
係
や
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ

と
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

な
ど
、
家
庭
教
育
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

青
少
年
や
そ
の
保
護
者
・
家
庭
が
必
要
な
と

き
に
相
談
し
、
非
行
の
兆
候
を
見
逃
さ
ず
に
受

け
止
め
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
学
校
、
家
庭
、
関
係
機
関
・
団
体
の
連
携

を
進
め
、
警
察
に
よ
る
少
年
相
談
、
児
童
相
談

所
の
相
談
、
福
祉
事
務
所
に
よ
る
相
談
、
教
育

研
修
セ
ン
タ
ー
の
相
談
な
ど
、
各
種
相
談
事
業

に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

７
月
は
「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
で
す

　

今
日
み
ら
れ
る
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
な
ど
に
よ
る
家
庭
教
育
環
境
の
変
化

や
、
情
報
化
、
都
市
化
の
進
展
な
ど
生
活
環
境
の
変
化
は
、
青
少
年
の
意
識
や
行
動

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
複
雑
多
様
化
し
た
中
、
学
校
内
で

の
い
じ
め
や
不
登
校
、
喫
煙
、
深
夜
は
い
か
い
な
ど
の
非
行
、
さ
ら
に
は
、
犯
罪

の
低
年
齢
化
や
凶
悪
化
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
、
現
代
に
お
け
る
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
特
に
青
少
年
が
非
行
に
陥
り
や
す
い
夏
期
・
７
月
を

「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
と
定
め
、
家
庭
・
地
域
・
学

校
・
行
政
な
ど
が
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
青
少
年
の
非
行
防
止
と
保
護
の
徹
底
を
図

り
ま
す
。

広
報
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す

環
境
浄
化
活
動
の
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図
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ま
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の　

　
　
　
　

 　

充
実
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り
ま
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ぎょうだ郷土かるた大会
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
職
業
体
験
、
自
然
体

験
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
な
ど
の
社
会
参
加

や
交
流
活
動
を
通
し
て
、
多
様
な
人
間
関
係
を

経
験
し
な
が
ら
社
会
性
、
主
体
性
を
は
ぐ
く
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
青
少
年
の
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

　

犯
罪
や
深
刻
な
い
じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど
の

被
害
を
受
け
て
い
る
子
供
た
ち
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
教
職
員
や
保
護
者
を
は
じ
め
と

し
た
周
囲
の
大
人
た
ち
が
、
子
ど
も
の
発
す
る

信
号
を
敏
感
に
と
ら
え
、
対
応
で
き
る
よ
う
啓

発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
被
害
を
受
け
た
青
少
年
の
早
期
発
見
と
そ

の
心
身
の
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
の
早
期
回
復
に
向
け

た
保
護
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
６
月
に
は
「
行
田
市
児
童
、

高
齢
者
及
び
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
等

に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
と
な
り
、
虐
待
を
受

け
た
児
童
な
ど
を
発
見
し
た
者
は
、
速
や
か
に

市
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

情
報
化
、
都
市
化
、
消
費
社
会
の
進
行
な
ど

の
社
会
背
景
や
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
な
ど
の

青
少
年
育
成
の
場
な
ど
、
青
少
年
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
が
青
少
年
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
の
非
行
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
家

族
の
ふ
れ
あ
い
、
家
庭
の
し
つ
け
や
地
域
の
教

育
力
が
最
も
大
切
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
、
常
に
青
少
年
の
育
成
に
関
心
を
持

ち
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
非
行
防
止
推
進
活
動

を
行
い
、
未
然
に
青
少
年
犯
罪
を
防
ぐ
こ
と
で
、

青
少
年
が
夢
を
持
て
る
明
る
い
社
会
が
開
か
れ

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
明
日
の
明
る
い
社
会
の

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ひ
と
つ
く
り
支
援
課
☎
５
５

６
─
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参
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促
進
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ま
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被
害
少
年
の
保
護
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　

 

推
進
し
ま
す

青
少
年
が
夢
を
持
て
る

　
　
　
　

 

明
る
い
社
会
づ
く
り

小学生サマーキャンプ

家庭児童相談室
○来室・電話・訪問

家庭や学校での子どもにかかわる悩み事、どんなことでも
気軽にご相談ください。

○相談内容
性格や習慣・知能やことば・集団生活・不登校
非行・虐待・家族関係・家庭環境・心身障害

○相談日　月～金曜日　午前８時 30 分～正午　　
　　　　　　　　　　　午後 1 時～ 4 時
▶問い合わせ　子育て支援課（内線２６８）
　　　　　　　F A X ５５６－ 3 5 5 1（直通）

行田市福祉事務所からのご案内
児童相談所の相談
　児童相談所では、０歳から１８歳未満までの児童について、
さまざまな相談をお受けしています。
 ・養育に欠ける子どもの相談
 ・性格行動・しつけについての相談
 ・障害をもつ子どもの相談  
 ・非行のある子どもの相談
 ・里親になりたい方の相談など
○相談日　月～金曜日　午前８時 30 分～午後 6 時 15 分
▶問い合わせ　熊谷児童相談所（熊谷市箱田５－１２－１）
　☎５２１－４１５２　

埼玉県児童相談所からのご案内

ひとりで悩まず、相談してみましょう
　少年サポートセンター北分室 熊谷相談室では、お子さんの
非行、家庭内暴力、いじめ、犯罪被害などでお困りの保護者
やお子さんご自身からの相談を受け付けています。
　経験豊富な職員がゆっくりとお話を聞きます。ひとりで悩
まず、一度お電話ください。
○相談日　毎週火・金曜日 ( 祝日を除く ) 午前 9 時～午後 4 時
▶問い合わせ　少年サポートセンター北分室 熊谷相談室
　（熊谷市本石１－１０　熊谷市立婦人児童館２階）
　☎５２４－４０１６　

埼玉県警察からのご案内
日常生活や就学をはじめ教育上の相談をお受けします　
　対象は幼児から小・中・高校生とその保護者や教育関係者
です。電話や面接でご相談ください。
○相談日　月～金曜日（祝日は除く）午前８時 30 分～正午、
　　　　　午後 1 時～ 5 時
▶問い合わせ　行田市立教育研修センター下忍分室（樋上
　１９５－２）
　☎５５５－０７８８・０８１９　 F A X ５５６－６５０８

行田市立教育研修センターからのご案内
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　７月は参議院議員通常選挙が、８月 26 日は埼玉県知事選挙の執行が予定されています。投票時間は午前７時から午後８
時までです。※参議院議員通常選挙の選挙期日などの詳細については、別途お知らせします。

【第２投票区の投票所が変更となります】
　従来、第２投票区の投票所は、中央小学校体育館でしたが、７月中旬から 12
月にかけて中央小学校体育館の耐震改修工事が行われます。７月の参議院議員通
常選挙および８月 26 日執行の埼玉県知事選挙は、市役所敷地内臨時投票所に変
更となりますので、ご協力をお願いします。

※対象となる区域
　帯廓自治会、本丸自治会、矢場区自治会、上荒井自治会、城西自治会、田町区

自治会、成田区親交会、二内会および三内自治会の区域
▶問い合わせ　選挙管理委員会（内線２１９）

行田市役所

NTT行田ビル

行田市
産業文化会館

行田地方庁舎
中央小

行田市役所

NTT行田ビル

行田市
産業文化会館

行田地方庁舎
中央小

国道125号線国道125号線

行田市役所
入口

行田市役所
入口

第２投票区
投  票  所

　「行田市情報公開・個人情報保護運営審議会」
は、情報公開および個人情報保護制度の運用状
況や重要事項の調査審議を行い、両制度の適正
で円滑な運用を行うために設置しています。
　市の情報公開・個人情報保護制度のあり方を
検討していただくとともに、市民の皆さんの意
見を取り入れるため、募集するものです。
▶応募資格　満 18 歳以上（高校生を除く）で、

市内に在住、在勤または在学し、情報公開・
個人情報保護制度に関心のある方。ただし、
次に掲げる方は除きます。

　（１）応募日現在、他の附属機関などの委員に
なっている方

　（２）市議会議員および市職員
▶募集人数　２人
▶任　　期　２年（平成 19 年 10 月１日～平

成 21 年９月 30 日）
▶応募方法　「行田市情報公開・個人情報保護

運営審議会委員応募用紙」に必要事項を記入
のうえ、直接、郵送またはＥメールのいず
れかにより総務課へ提出してください。応
募用紙は、市政情報コーナーおよび市ホー
ムページにあります。※提出していただい
た応募用紙は返却しません【郵送】〒３６１
―８６０１行田市本丸２―５【Ｅメール】
somu@city.gyoda.lg.jp

▶締め切り　７月 31 日（火）必着
▶選考方法　応募動機などを参考に選考。結果

は全員に通知します。
▶問い合わせ　総務課文書管理担当（内線２１８）

   「行田市情報公開・
　 個人情報保護運営審議会」

　　　　   の委員を募集します ①夏休み！親子で作ろう簡単料理
　小学生の皆さん、夏休みの機会にお父さんやお母さんと一緒に料
理に挑戦して、すてきな思い出作りをしてみませんか。女の子だけ
でなく、男の子も大歓迎です。
▶日時　７月 31 日（火）午前 10 時～午後１時　▶場所　ＶＩＶＡ
ぎょうだ調理室　▶講師　行田市食生活改善推進員　▶対象　市内
の小学生とその保護者　▶定員　30 人（先着順）▶参加費　３００
円程度　▶持参するもの　上履き、エプロン　▶申し込み　７月 5
日（木）～ 24 日（火）（保育の申し込みは７月 20 日（金）まで）に同
センターへ

②忙しいあなたのためのスピード料理教室
　育児や介護、仕事と家庭との両立などに毎日忙しく過ごしている
皆さん、素早くできる簡単な料理を学んでみませんか。男性の参加
もお待ちしています。
▶日時　８月４日（土）午前10時～午後１時　▶場所　ＶＩＶＡぎょ
うだ調理室　▶講師　丸橋悦子さん（管理栄養士）  ▶対象　市内在住・
在勤の方　▶定員　30 人（先着順）▶費用 ４００円程度　▶持参
するもの　上履き、エプロン　▶申し込み  ７月 5 日（木）～ 28 日（土）

（保育の申し込みは７月 27 日（金）まで）に同センターへ

③親子で仲良く１・２・３！
　一緒にいる時間は長くても、親子で何か一つのことをやる機会は
意外と少なくありませんか。この講座では、親子で一緒に簡単な体
操をしたり、風鈴に絵付けをしてオリジナルの風鈴づくりをしたり
して遊びます。
▶日時　８月 22 日（水）午前 10 時～正午　▶場所　ＶＩＶＡぎょ
うだ学習室　▶講師　渡辺幸子さん　▶対象　市内在住の未就園児
とその保護者　▶定員　50 人（先着順）　▶参加無料　▶持参する
もの　サインペン・クレヨン・色えんぴつなどの筆記具、飲み物　
▶申し込み　７月 5 日（木）～８月 15 日（水）に同センターへ

※①・②の保育は２歳以上の未就学児が対象です　
▶問い合わせ　①～③いずれも同センターへ ☎５５６―９３０１
ＦＡＸ５５６―９３１０　Ｅメール viva@city.gyoda.lg.jp

ご参加ください
男女共同参画推進センター「ＶＩＶＡぎょうだ」の講座
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新たに指定・登録された文化財をご紹介します

　市内野地区にある満願寺のシダレザクラが３月２３日に市の天然記念物に指定されました。また、国道１２５号
線沿いにある十万石ふくさや行田本店店舗が、６月１５日に開催された国の文化審議会において、国の登録文化財（建
造物）に登録するよう文部科学大臣に答申されました。これで市指定文化財は５６件に、国の登録有形文化財に登
録される建物は４件目となります。

○満願寺のシダレザクラ
▶種　別　天然記念物
▶所在地　野７４４（満願寺境内）
▶樹　齢　推定約６００年
　この満願寺境内にあるシダレザクラは、
天保６年（１８３５）に増補された「増補
忍名所図絵」に「広前に大木の垂桜あり、
垂縁長くして花の頃は優艶なり」と記され
ている古木で、樹齢約６００年と推定され
ています。やや樹勢に衰えが見られますが、
毎年春先に見事な花を咲かせています。行
田市を代表するシダレザクラの大木であ
り、歴史的にも貴重な古木といえます。

○十万石ふくさや行田本店店舗
▶所在地　行田２０―１５
▶構造・形式および大きさ　
　土蔵造２階建、瓦葺、建築
　面積９６㎡
▶年代　明治１６年　（１８８３）
　７月１６日棟上
▶登録基準　国土の歴史的景
　観に寄与しているもの
　この建物は元は呉服商山田
清兵衛商店が建設した店蔵で
す。これまで建築年代が不明でしたが、今回の登録に際して、行田市
教育委員会がものつくり大学（横山研究室）に委託して調査を行った
結果、棟札が発見され、明治１６年７月１６日に棟上げされたことが
明らかになりました。
　間口７．９ｍ、奥行１２．７ｍ、屋根は切り妻の桟瓦葺で、外観は黒
漆喰塗り、正面2階の壁に観音開扉を３カ所配し、大振りの鬼瓦を
棟に乗せるなど重厚な意匠の土蔵造りの店蔵です。足袋商店の倉庫を
経て、昭和４４年から十万石ふくさや行田本店店舗となり現在に至っ
ています。行田を代表する蔵造りの建物であるといえます。
▶問い合わせ　文化財保護課☎５５３―３５８１

満願寺のシダレザクラ

十万石ふくさや行田本店店舗

　聴覚障害、音声・言語障害を持つ方を対象として、生命に関わるような緊急 
ＦＡＸ通報時に、手話通訳者を派遣する制度が、８月からスタートします。
　この制度についての説明会を次のとおり開催します。皆さんの参加をお待ちし
ています。（手話通訳・要約筆記がつきます）
　なお、この制度の利用には専用のＦＡＸ用紙が必要です。用紙は、福祉課窓口・
社会福祉協議会に用意しています。また、説明会当日にも配布する予定です。
▶日　　時　７月21日（土）午前10時～
▶場　　所　総合福祉会館「やすらぎの里」第３研修室
▶問い合わせ　福祉課（内線２６６）または行田市社会福祉協議会 ☎５５７―５４００

聴覚障害者などの緊急通報体制についての説明会を開催します

　レスキュー訓練、放水訓練、応急
手当訓練、埼玉県防災学習センター
での各種災害体験などを行います。
夏休みの思い出に、参加してみませ
んか。
▶日時　８月２日(木) 午前９時～
午後４時30分　▶場所　消防本部
ほか　▶定員　１００人（先着順）
▶対象　市内の小学４年生から６年
生までの児童　▶持参するもの　昼
食、飲み物　▶費用　１００円（傷
害保険料）▶申し込み　７月25日
(水) ～ 27日（金）に消防本部へ　
▶問い合わせ　消防本部☎５５６―
３００５

夏休み一日消防士

　患者に安全な血液を安定してお届けするためには、皆さんのより一層の献血へ
の参加が必要です。また、献血会場にて骨髄バンクドナー登録会を行います｡ドナー
登録は18歳から54歳までの健康な方にお願いしています。
　皆さんのご協力をお願いします。
▶日　　時　７月27日（金）午前９時30分～午後４時　
▶場　　所　市役所玄関前　
▶お 願 い　本人確認のため、身分証明書（運転免許証など）をご持参ください。
▶問い合わせ　福祉課社会福祉担当（内線２６７）

集団献血および骨髄バンクドナー登録会
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～納税は国民の義務です～
税金は納期限内に納めましょう
市民の皆さんに納めていただいている市税（市県民税・固定資産税・法人市民税・軽自動車税・国民健康保険税）

は、市にとって大切な財源となっています。市では、これらの税を滞納している方に、再三にわたり、督促状や催告
書の送付、訪問により納付のお願いをしています。
税の滞納があると、納期限内に納めていただいている方との公平性が損なわれるばかりではなく、滞納整理のため

の事務量の増加など、本来必要のない経費が発生してしまいます。

【窓口時間の延長と日曜納税・相談窓口の開設】
病気・失業・災害などの特別な事情により、やむを得ず納期限まで

に納められない場合は、期間を決め納税を猶予する制度や分割納付な
どの方法があります。また、申請により減免が認められる場合があり
ますので、早めに相談してください。
さらに、開庁時間以外にも納税相談を実施しています。仕事の都合

上、日中に納付することが困難な場合など、市税の納付や納税相談に
ぜひご利用ください。
〈夜間納税・相談窓口〉　　毎週火曜日午後７時まで
〈日曜納税・相談窓口〉　　毎週日曜日午前8時30分～正午
※いずれも場所は市役所1階12番窓口（税務課収納担当）

差し押さえた家具など

対　　　象 平成１７年度 平成１８年度 平成１9年度
（６月８日現在）

電　　　話 3 0 0

不動産
固定資産 6 235 29
自 動 車 0 1 5

給　与 給　　与 0 1 0

債　権
預 貯 金 5 65 14
生命保険 0 0 0
国税還付金 108 180 29

●差押え 単位：件

対　　　象 平成１７年度 平成１８年度 平成１9年度
（６月８日現在）

電　　　話 0 0 0

不動産
固定資産 2 15 3
自 動 車 0 0 0

※参加差押えとは、他の機関により、すでに差し押さえられているものに対し、行
田市が差し押さえをしたもの

●参加差押え 単位：件

平成１７年度 平成１８年度 平成１9年度
（6月8日現在）

0 2 3
※捜索とは、滞納者の住居等で、財産を発見等するために行う強制調査

●捜索 単位：件

滞納処分などの状況

車を差し押さえる際の車止め

［滞納すると、延滞金が発生します］
市税を納期限までに納付していただけない場合は、督促状、催告書が発送されます。また、税額が2,000円以上で

あるときは、納期限の翌日から納付の日までの期間に応じ、税額（1,000円未満の端数があるときは切り捨て）に、
年14.6％（納期限の翌日から1月を経過する日までの期間については年4.4％）の割合を乗じて得た額の延滞金を
納付していただくことになります。

【納税には便利な口座振替を】
日常、仕事などで忙しい方、不在がちの方は、口座振替が便利です。

ご利用の場合は、口座振替を希望される金融機関または市役所で申し
込みできますので、預金通帳および通帳の印鑑をお持ちになり、申し
込みください。

【滞納処分】
たび重なる納税指導によっても、滞納しているままでいる場合、納

期限までに納められた納税者との公平性を保つため、給与・預貯金・
不動産・自動車・生命保険などの財産を調査し、差押え（捜索による
差押えを含む）による滞納処分を執行します。納税義務者は、差し押
さえられた財産の処分に制限を受けることになり、社会的な信用を失
うことにもなりかねません。
なお、差押え後も納付いただけない場合には、差し押さえた財産の

公売などを行い、市税に充てることになります。こうした差押え、公
売などの一連の手続きを滞納処分といいます。滞納処分は、自主的に
納付いただけない場合に、法律に基づく手続きにより、税収を確保す
るものですので、このようなことがないように、税金は必ず納期限内
に納付してください。
▶問い合わせ　税務課収納担当（内線236・237）
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平成19年度国民健康保険税

～公的年金に関する特別控除について～

▶対象　子育て経験のある 20 歳から 50 歳くらいま
での方で、保育士の資格または幼稚園・小学校の教員免
許を持っている方　▶内容　行田市から委託された放
課後児童健全育成事業における学童保育室の業務　▶
給与　行田市社会福祉協議会の規定による　▶開室時
間　【 学 校 授 業 日（ 月 ～ 金 曜 日 ）】 午 前 11 時 45 分 ～
午後 7 時【学校休業日（土曜日および長期休業日）】午
前 8 時～午後 7 時　▶休日　日曜日、祝日、年末年始 
▶申し込み　電話連絡のうえ、履歴書（写真貼付）を行田
市社会福祉協議会へ持参し登録してください。▶問い合わ
せ　行田市社会福祉協議会☎ 557―5400

　市では、幼稚園教育の一層の普及・充実なら
びに保護者の負担を軽減するため、市内外の幼
稚園にお子さんを通園させているご家庭に保育
料の一部を補助しています。※補助金額は市民
税の課税額に応じて変わります。
▶申請方法　幼稚園を通じて申請してくださ
い。（市内幼稚園へ用紙を配布済み）なお、市外
の幼稚園へ通園しているご家庭で、申請してい
ない方はご連絡ください。▶問い合わせ　教育
総務課☎ 556—8311

平成 18 年度の税制改正で、市民税 ･ 県民税の算出にあたり、65 歳以上の方の公的年金等に係る所得の計算方法が
改正された影響を受けて、国民健康保険税額も増加することになりました。

国民健康保険税においては、こうした税制改正の影響による税額の増加を緩和するため、平成 18 年度、19 年度
の 2 年間に限り、公的年金所得に関する特別控除が適用されていますが、控除額が段階的に引き下げられることから、
該当する世帯については 19 年度も保険税が増加します。
【特別控除の適用が行われる方】

次の条件の両方にあてはまる方が特別控除の対象です。特に申請の必要はありません。
①平成 17 年 1 月 1 日現在で 65 歳に達している方（昭和 15 年 1 月 1 日以前生まれ）
②平成 17 年度の市民税 ･ 県民税の算出時に公的年金等控除の適用を受けていた方

【特別控除の内容】
所得割額の算出および低所得世帯に係る均等割 ･ 平等割の軽減判定所得の算出にあたって、平成 18 年度は公的年

金所得から 13 万円が差し引かれていましたが、平成 19 年度はこの特別控除額が 7 万円に引き下げられます。
■計算例（平成 19 年度）

収入が夫の公的年金のみの夫婦 2 人が国民健康保険に加入している世帯の場合、同じ年金収入額であっても、平成
18 年度に比べ平成 19 年度の国民健康保険税は増額となります。

年金収入額によっては、税制改正に伴う所得割額の増加に加え、軽減世帯の該当に変更が生じる場合がありますので、
年税額全体での増加額は表のように異なります。
（平成 17 年 1 月 1 日現在 65 歳に達している夫婦 2 人、収入は夫の年金のみの場合）

※固定資産税額は平成 18・19 年度いずれも 10 万円とした場合の試算です。
※年金収入 160 万円までの場合は、所得割額が生じないため税額の増加はありません。
表の税額は、あくまでモデル世帯での計算例です。
実際の国民健康保険税の税額は、収入はもちろん、国民健康保険に加入されている世帯員の人数や期間、固定資産

税額などによって世帯ごとに異なります。
詳しくは、7 月中旬に発送する納税通知書の内容および同封される説明資料をご覧ください。

▶問い合わせ　税務課市民税担当（内線 232・231）

年金収入額
国民健康保険税（年額）

増加額 増加理由
平成 18年度 平成 19 年度

170 万円 59,100 円 64,100 円 5,000 円 所得割額の増加（6割軽減）
180 万円 67,400 円 82,800 円 15,400 円 6 割軽減から 4割軽減への変更
200 万円 94,400 円 120,200 円 25,800 円 4 割軽減から軽減対象外への変更
250 万円 156,700 円 161,700 円 5,000 円 所得割額の増加（軽減なし）

学童保育室の指導員・
パート指導員に登録しませんか

幼稚園就園奨励費
を支給します
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ご登録ください　埼玉県防災情報メール

　県では防災に関する情報をメールでお知らせしています。
●配信する情報
①気象注意報・警報（気象庁による県内の気象注意報・警報）
②震度情報（県内で発生した震度３以上の地震の震度など）
③避難勧告など（市町村が発令した避難勧告、避難指示、避難
準備情報）
④避難所開設情報（市町村が開設した避難所情報）
⑤危機管理情報（武力攻撃およびテロに関する情報）
●登録方法
 ・携帯電話からは…バーコードリーダー機能付

き携帯電話はバーコードをご利用ください。
ま た は saitamaken@jijo.bosai.info に 空
メールを送り、届いたＵＲＬにアクセスす
ると登録手続きができます。

 ・パソコンからは…携帯電話と同じように空
メールを送ると登録手続きができます。

　台風や集中豪雨による水害被害は、時として非常に大きくな
る場合があります。しかし、事前の対策をしっかり行うことで、
被害を最小限に抑えることができます。いざというときのた
め、家庭ぐるみ、地域ぐるみで災害に備えましょう。

　日ごろから気象情報に十分注意し、安全対策の確認を行い
ましょう。
○気象情報への注意
 ・テレビやラジオなどで気象情報（大雨警報・注意報など）

に注意する。
 ・市や防災関係機関の広報をよく聞く。
○被害を少なくするための安全対策
 ・外出先から早く帰宅し、勤務先の家族と連絡を取り、非常

時に備える。
 ・浸水に備えて、家財道具は安全な場所へ移動させる。
 ・停電に備え、懐中電灯や携帯ラジオを用意しておく。
 ・非常持出品を準備しておく。
 ・飲料水や食料を数日分確保しておく。
 ・日ごろから土のうなどの準備をしておく。

　広範囲にわたって排出される家庭排水は、相当の水量にな
ります。市街地では、長雨や大雨のときにはできるだけ風呂
や洗濯の排水を控えて､ 少しでも下水道を流れる水量を減ら
しましょう。

　次の点に留意し、早めの避難を心がけましょう。
 ・避難には、エレベーターや車を使わない。

 ・水圧でドアが開かなくなることがあるため、戸外へ早めに
避難する。

　避難所・避難場所の位置や非常持出品をもう一度チェック
し、災害に備えましょう。
　避難所・避難場所、非常持出品の一覧は、「行田市防災ガイ
ドブック」または市ホームページ（市民便利帳・防災対策）

（http://www.city.gyoda.lg.jp/bousai/map/index.html）
をご覧ください。

私たちのまちは、私たちで守ろう！
〜住民の、住民による、住民のための自主防災組織〜

　大きな災害が発生した場合には、防災機能の著しい低
下が予想されます。このような事態が発生したときには、
地域住民の皆さんが協力して活動を行うことにより、被
害を最小限に食い止めることができます。
　阪神・淡路大震災では、倒壊家屋などから救出された
人たちのうち、約６割が近所の住民により救出されたと
の報告があり、大災害が発生した場合、いかに地域住民
の皆さんの力が大切かを物語っています。災害時、地域
住民の皆さんが団結し、組織的に地域の防災活動を行う

「自主防災組織」が果たす役割は非常に大きいものです。
　市では、自発的な自主防災組織の設立を支援するため、
組織設立時に、防災活動に必要な資機材の購入費を補助
する「自主防災組織育成事業」を行っています。（補助限
度額 10 万円）

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線２８２）

※詳しくは県ホームページをご覧ください  http://www.pref.
saitama.lg.jp/A05/BC00/bousai-mail.html

●携帯電話の案内サイト
 ・ⅰモード版
  http://saitamapref.bosai.info/mobile/do/bosaimail/

index.html
 ・EZweb 版
　http://saitamapref.bosai.info/mobile/au/bosaimail/

index.html
 ・ソフトバンク
　http://saitamapref.bosai.info/mobile/vf/bosaimail/

index.html
※迷惑メール防止機能をお使いの方は、登録をする前に

saitamaken@jijo.bosai.info からのメールが受信できるよ
うに設定をご確認ください。

▶問い合わせ　埼玉県危機管理防災部消防防災課応急対策・訓
練担当☎０４８—８３０—３１８０

　大雨情報に注意し、安全対策の確認を

　長雨・大雨時には、排水量を抑えましょう

　水害が発生したら…

　もう一度、避難所の位置と持出品のチェックを
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交通指導員を募集します

　市内の交通安全のため、熱意ある 20 歳から 65 歳未満の方を募集
します。
▶勤務内容　小学校通学路での立哨、交通安全の指導など　▶対象
太田東小学校・太田西小学校・下忍小学校の学区内に勤務できる方
▶募集人数　若干名　▶報酬　1カ月２７,000円　▶その他　制服・
装備品などすべて給付、貸与します。▶申し込み・問い合わせ　防災
安全課交通担当 ( 内線２８４)

米山稔さんが
環境保全功労者表彰を受賞

　環境省では環境保全や環境美化に関して顕
著な功績があった方などに対して、毎年環境
大臣表彰を行っています。今回、ＮＰＯ法人
埼玉環境カウンセラー協会理事の米山稔さん

（谷郷）が環境保全功労者表彰を受賞されま
した。
　米山さんは同法人の設立に尽力し、設立後
は開催会場の選定を工夫しながら県内各地で
無料の環境保全講習会を定期的に開催しまし
た。また、ＮＰＯ法人環境カウンセラー全国
連合会の設立に参画
して加盟団体数の増
加や情報共有・スキ
ルアップの促進に尽
力し、環境ＮＰＯ活
動の発展に伴う環境
保全活動に貢献した
ことから、今回の受
賞となりました。 米山　稔さん

ご利用ください　指定市民保養施設利用料金補助制度

　市では皆さんの福利厚生の増進を図るため、市指定保養宿
泊施設を利用する方々へ利用料金の一部補助を行っています。
家族旅行などにご利用ください。

▶対　　象　市内在住の方
▶補助金額　大人（中学生以上）1 人 1 泊　3,000 円
　子供（3 歳以上小学生以下）　 1 人 1 泊　1,500 円
▶補助限度　1 人につき、一年度（4 月 1 日〜翌年 3 月 31 日）

内 2 泊まで

※ ★印の施設は施設老朽化のため、改装中です。再オープンにつきましては、後日お知らせします。
※ 尾瀬高原ホテルでは行田市民であることを伝えれば、協定料金で泊まれます。また、指定市民保養施設利用料金補助と併用できます。
※ 施設によって料金区分が異なることがありますので、利用施設に問い合わせください。

▶問い合わせ　生活課（内線 252）

施設名 所在地 電話番号

  休暇村裏磐梯   福島県北塩原村   0241-32-2421

  国民宿舎翁島荘   福島県猪苗代町   0242-65-2811

  かんぽの宿大洗   茨城県大洗町   029-267-3191

  奥日光湯元 おおるり山荘   栃木県日光市   0120-582-870

  かもしか荘   栃木県那須塩原市   0287-32-2524

  塩原 ホテルニュー八汐   栃木県那須塩原市   0120-582-852

  塩原 ホテルおおるり   栃木県那須塩原市   0120-582-853

  塩原 ホテル八汐   栃木県那須塩原市   0120-582-856

  塩原温泉ホテル   栃木県那須塩原市   0120-582-854

  塩原 ホテル岩嶽   栃木県那須塩原市   0120-582-871

  那須高雄 おおるり山荘   栃木県那須町   0120-582-865

  鬼怒川 ホテルニューおおるり   栃木県日光市   0120-883-489

  鬼怒川 旅荘おおるり荘   栃木県日光市   0120-582-859

  鬼怒川 ホテル沢風   栃木県日光市   0120-582-863

  休暇村那須   栃木県日光市   0287-76-2467

施設名 所在地 電話番号

  湯西川 平家本陣   栃木県日光市   0120-582-861

  かんぽの宿草津   群馬県草津町   0279-88-5761

  休暇村鹿沢高原   群馬県嬬恋村   0279-98-0511

  尾瀬高原ホテル   群馬県片品村   0278-58-7511

  ホテルシャトウ猿ヶ京咲楽   群馬県みなかみ町   0278-66-1151

  草津 ホテルおおるり   群馬県草津町   0120-582-851

  草津 ホテルニュー紅葉   群馬県草津町　   0120-582-867

  国民宿舎両神荘   埼玉県小鹿野町   0494-79-1221

  国民宿舎サンライズ九十九里   千葉県九十九里町   0475-76-4151

  国民宿舎胎内パークホテル   新潟県胎内市   0254-48-3321

  ★かんぽの宿柏崎   新潟県柏崎市   0257-23-4210

  ニューグリーンピア津南   新潟県津南町   0257-65-4611

  国民宿舎ロッジ白樺   長野県立科町    0267-55-6600

  あずまや高原ホテル   長野県上田市   0120-54-1263

▶申請期間　利用日の 10 日前まで
▶申請方法　直接宿泊施設に利用予約をした後、生活課 16

番窓口へ申請してください。（印鑑持参。シャチハタ不可。
同行する方の住所、氏名、生年月日を確認しておいてくだ
さい）

▶補助方法　交付された補助券を施設へ提出すると補助金額
分を差し引いた額で精算されます。

▶そ の 他　国民健康保険保養施設宿泊利用要綱による補助
券との併用はできません。

▶市指定保養宿泊施設

第26回行田市防災訓練を実施します

▶日時　８月 25 日（土）午前８時開始　▶場所　総合公園（和田
１２４２）▶主催　行田市　▶参加自治会　星宮・持田地区（一部）
自治会（12 自治会）▶概要　午前８時、埼玉県北部を震源とするマ
グニチュード７.４、震度６強を超える地震が発生したとの想定で、
星宮・持田地区の住民、地元消防団、防災関係機関などの協力のもと、
各種訓練を実施します。▶注意　当日は、午前８時に訓練用のサイレ
ンを鳴らします。火災と間違えないようご注意ください。
▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線２８２）
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　国民健康保険高齢受給者証は、8 月 1 日 ( 水 ) に更新
されます。新しい受給者証がお手元に届くのは、7 月中
旬となります。
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の負担割合は、
市民税の課税所得により１割 ( 平成 20 年 4 月 1 日から
は 2 割 ) または 3 割（課税所得が 145 万円以上）と決
定されます。この割合が 3 割となる方へお知らせします。

○負担割合が3割の方へ
　同じ世帯の 70 歳以上の国保加入者（所得判定対象者）
の平成 18 年中の収入（合計）額が次に該当する場合は、
申請により 1 割（平成 20 年 4 月 1 日からは 2 割）と
なります。該当すると思われる方は、7 月 30 日（月）
までに保険年金課に申請してください。
　なお、8 月以降の申請による負担割合の変更について
は、申請月の翌月 1 日からの適用となります。

  所得判定対象者　　同じ世帯の 70 歳以上の国保加入者   

  1 人の場合   平成 18 年中の収入額が 383 万円未満の場合

  2 人以上の場合           〃　       収入額の合計が 520 万円未満の場合

▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線 271・273）

  所得判定対象者　同じ世帯の 70 歳以上の方
   (65 歳以上で障害認定を受けている方を含む )   

  1 人の場合   平成 18 年中の収入額が 383 万円未満の場合

  2 人以上の場合           〃　       収入額の合計が 520 万円未満の場合

▶問い合わせ　保険年金課医療担当（内線 226・227）

　皆さんが医療機関などで受診される際のお支払いに
ついては、所得の状況に応じ 1 割または 3 割の負担
をお願いしています。
　この負担割合は、毎年新しい年度の市民税の課税所
得 ( 所得判定対象者が 145 万円以上は 3 割となりま
す ) が確定することにより、見直しを行っています。
　見直しにより負担割合に変更のある方には、8 月 1
日 ( 水 ) から使用していただく新しい老人保健受給者
証を 7 月中旬にお送りします。
　なお、負担割合に変更のない方にはお送りしません。

○負担割合が3割の方へ
　同じ世帯の 70 歳以上の方（所得判定対象者）の平
成 18 年中の収入（合計）額が次に該当する場合は、
申請により１割となります。該当すると思われる方は、
7 月 30 日（月）までに保険年金課に申請してください。
　なお、8 月以降の申請による負担割合の変更につい
ては、申請月の翌月１日からの適用となります。

老人保健受給者の皆さんへ老人保健受給者の皆さんへ

水循環センター見学会
▶日時　９月１０日 ( 月）～１２日 ( 水 )【午前の部】
午前１０時～　【午後の部】午後１時３０分～　▶場
所　元荒川水循環センター（桶川市小針領家９３９)
▶対象　市内在住・在勤の方　▶参加無料　▶集合・
解散　元荒川水循環センター　▶申し込み・問い合
わせ　８月７日 ( 火 ) までに電話で下水道課普及促
進担当へ☎５６４―０３０３

作品コンクール標語募集
▶募集作品　日常生活における下水道に関する事柄
について、自由に発想、表現した作品　▶応募資格
県内在住・在勤・在学の方　▶応募方法　はがきま
たははがきサイズの用紙に作品１点、住所、氏名 ( ふ
りがな )、年齢 ( 児童生徒の場合は学校名・学年・組
を記入 )、電話番号を明記して、郵送、持参、Ｅメー
ルのいずれかの方法により応募してください。※連
名による応募は不可　▶締め切り　９月１４日(金)
必着　▶申し込み・問い合わせ　(財) 埼玉県下水道
公社 経営企画課作品コンクール担当（〒３３８―０８
８７ さいたま市桜区田島７―２―２３） ☎０４８―８３８
―８５８５　Ｅメール master@saitama-swg.or.jp

夏休みの自由研究にぴったり！

夏休み親子下水道教室

▶日時　７月２７日（金）【第１回】午前９時～正午【第２回】
午後１時３０分～４時３０分　▶場所　元荒川水循環セン
ター（桶川市小針領家９３９)　▶内容　水処理施設の見学

（下水をきれいにする仕組み )、水質実験の体験（顕微鏡で
微生物を観察します )　▶対象　小学生と保護者　▶定員　
各回とも２０組４０人（先着順）
▶参加無料　▶申し込み・問い
合わせ　７月２０日 ( 金 ) 午後
５時までに電話で埼玉県下水道
公社荒川左岸北部支社庶務担当
へ ☎０４８―７２８―２０１１

夜間延長窓口サービスのお知らせ

　下水道課では、仕事などで日中の納付が困難な方のため、
次の日程で夜間納付窓口を開設します。また、納付方法に
ついての相談もお受けしますので、ご利用ください。
▶開設日　８月、10 月、12 月、２月の毎週火曜日　▶延
長時間　午後５時 15 分～午後７時　▶場所　下水道課

（前谷１―１・水道庁舎内）▶対象業務　受益者負担金、
排水設備改造資金償還金、井水分下水道使用料の納付　▶
問い合わせ　下水道課業務担当☎５６４―０３０３
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　海水面の上昇や異常気象など、深刻な影響を及ぼすとされる地球温暖化。それをくいとめるには、二酸化炭素を
はじめとする温室効果ガスの排出をできるだけ抑えることが必要です。
　一年で最もエネルギー使用量が増える夏、県では温暖化防止のためのキャンペーンを実施しています。

夏のエコライフで温暖化対策を夏のエコライフで温暖化対策を

　冷房時の室温を 28℃に設定し、すだれやカーテンで
日射を防ぐなど涼しく過ごす工夫をしましょう。
　オフィスでは軽装で執務をしましょう。上着を脱ぎ、
ネクタイをはずすだけで、体感温度は２度下がるといわ
れています。
　また、こまめな消灯、電源オフなど、身近な省エネ活
動をお願いします。公共機関にお越しの際にも、軽装で
お出かけください。

　「この日は、一日環境によいことをしよう」と決めて、
「エコライフＤＡＹ」に挑戦してみませんか。

　
　県内の家電販売店などにご協力をいただき、家電製品
の省エネ性能を分かりやすく示した省エネラベルを表
示します。
　エアコン、冷蔵庫、テレビを購入するときには、省エ
ネラベルを見て選んでください。

　地球温暖化防止は皆さん一人ひとりが主役です。身の
回りのできることから着実に、省エネルギーに取り組ん
でください。

▶問い合わせ　埼玉県環境部温暖化対策課
　☎０４８―８３０―３０３０

キャンペーン期間
６月１日～９月30日夏のライフスタイル実践 

キャンペーン期間
６月１日～９月30日夏のエコライフＤＡＹ 

キャンペーン期間
６月16日～8月31日省エネ型家電拡大 

年金保険料を納めることが難しい方へ‥‥免除の申請手続きを

　所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困難な場合には、本人の申請手続きによって保険料の納付が
免除または猶予される制度があります。

①免除（全額免除・一部納付）申請
　本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下の場合に申請手続きをすることにより、保険料の納付が全額免除
または半額納付などの一部納付となります。

②若年者納付猶予申請
　30 歳未満の方で本人、配偶者の前年所得が一定額以下の場合に申請することにより、保険料の納付が猶予されます。

免除・若年者納付猶予の所得基準額

世帯構成
全額免除

( 若年者納付猶予 )

一部納付

1 ／ 4 納付 半額納付 3 ／ 4 納付

4 人世帯（夫婦、子ども 2 人） 162 万円   230 万円 282 万円 335 万円

2 人世帯（夫婦のみ） 　92 万円 142 万円 195 万円 247 万円

 単身世帯 　57 万円 　93 万円 141 万円 189 万円

★ 1/4 納付（月額保険料 3,530 円）・3/4 納付（月額保険料 10,580 円）は、平成 18 年７月から実施されました
※一部納付（一部免除）制度は、保険料の一部を納付することにより、残りの保険料の納付が免除となる制度です。一部保険料を納付しなかっ

た場合は、その期間の一部免除が無効（未納と同じ）となるため、将来の老齢基礎年金の額に反映されず、また、障害や死亡といった不慮
の事態が生じた場合に、年金を受け取ることができなくなる場合もあります。

※若年者納付猶予は全額免除と同基準となります。
※免除申請および承認は、７月から翌年６月までを区切りとします。

▶持参するもの　年金手帳、認印（代理の方が申請される場合）、所得証明書（平成 19 年 1 月 1 日に行田市に住
所のなかった方）　　
　※会社を退職した方は、雇用保険離職受給資格証または雇用保険被保険者離職票の写しが必要です

▶問い合わせ　保険年金課国民年金担当（内線２７０・２７５）
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　市では、観光行政の円滑な運営を図るため、行田市観光委員会を設置
しています。
　この委員会は、市長からの諮問を受け、観光資源の開発や観光施設の
設置、保護改善および宣伝など、観光に関する事項について調査審議す
る機関です。
　このたび、幅広く皆さんの意見を反映させるため、市民の方々から、
委員を募集します。

▶応募資格　満２０歳以上の本市在住、在勤、在学の方で平日昼間年３
〜４回程度行う会議に出席できる方。ただし、次に揚げる方は除きます。
　（１）応募日現在、すでに本市の審議会などの委員になられている方
　（２）市議会議員および市職員
▶募集人数　２人
▶任　　期　委嘱した日から２年　
▶応募方法　市の観光に関する考えなどについて４００字〜８００字程
度にまとめて、氏名、年齢、住所、性別、職業、電話番号、勤務先（ま
たは学校名）を記入した書類（自由様式）を持参または郵送にて提出
してください。（〒３６１−８６０１行田市本丸２番５号　行田市役所
商工観光課観光担当）
▶締め切り　７月23日（月）必着
▶選考方法　書類審査を行い決定します。なお、結果は全員に通知します。
▶問い合わせ　商工観光課観光担当（内線３８２）

行田市観光委員会の委員を募集します

　サマージャンボ宝くじの賞金は、１
等・前後賞合わせて３億円。２等は
１億円。宝くじの収益金は、市町村の
明るく住みよい街づくりに使われま
す。
○１　等　２億円×42本
○前後賞　各５,000万円
○２　等　１億円×84本
○３　等　１,000万円×１２６本
○４　等　30万円×４, ２００本
▶発売期間　７月 19日（木）〜８月
７日（火）
▶抽選日　８月16日（木）
▶発売場所　全国の宝くじ売場（通信
販売で買うこともできます）
▶問い合わせ　㈶埼玉県市町村振興協会
☎０４８―８２２―５００４

サマージャンボ宝くじ発売
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▶日　　時　７月 24 日（火）　正午～午後４時
▶場　　所　さいたまスーパーアリーナ
▶概　　要　埼玉県と県内の全市町村が共同で職員の人材開発、確保に取

り組む「彩の国さいたま人づくり広域連合」では、分権時代を担う人材
を確保することを目的として、「埼玉県内市町村職員採用合同説明会」
を開催します。市町村ごとに設置するブースでは、市町村の特色や職員
の募集状況、勤務条件などについて、直接人事担当者に聞くことができ
ます。この合同説明会は、市町村職員を志望する皆さんに、職員採用試
験や仕事の内容について知っていただく場として開催するものです。採
用試験や面接試験の場ではありませんので、多くの市町村ブースにお気
軽にお立ち寄りください。合同説明会への参加は、無料、予約不要、入
退場自由です。なお、当市は、合同説明会でブースを設置する予定です。
▶問い合わせ　彩の国さいたま人づくり広域連合自治人材開発センター
　人材開発部 ☎０４８―６６４―６６８１（直通）　ＦＡＸ０４８―６６４―

６６６７　ホームページ http://www.hitozukuri.or.jp

埼玉県内市町村職員採用合同説明会を開催します

瀧田　照子 氏
（小見）

　市では、事務事業の見直し、組織の合理化、職員の
適正配置などにより職員数の抑制に努めていますが、

「団塊の世代」の職員の退職を迎え、職員年齢構成が
大幅に変化することから、活力ある組織体制を維持す
るため、分権時代を担う人材を募集します。
▶試験日時　９月 16 日 ( 日 ) 午前８時 30 分（受付

は午前８時～）
▶試験会場　教育文化センター「みらい」
▶募集職種・募集人数（予定）
　○一般事務職　若干名　○土木技術職　１人　○管

理栄養士　１人　○消防職（救急救命士）　１人　
※採用予定人数は、欠員状況により変更になる場合
があります。
▶受験資格
○一般事務職
　学校教育法による大学・短期大学（専門学校（修業

年限２年以上）を含む）・高等学校を卒業した方ま
たは平成 20 年３月 31 日までに卒業見込みの方の
最終学歴により、次の学歴区分ごとの生年月日に該
当する方

　・大学卒　昭和 53 年４月２日から昭和 61 年４月
　　　　　１日までに生まれた方

　・短大卒　昭和 58 年４月２日から昭和 63 年４月
　　　　　１日までに生まれた方

　・高校卒　昭和 60 年４月２日から平成２年４月１
　　　　　日までに生まれた方

○土木技術職
　昭和 53 年４月２日から昭和 61 年４月１日までに

生まれた方で、学校教育法による大学で土木の専門
課程を専攻し卒業した方または平成 20 年３月 31
日までに卒業見込みの方

○管理栄養士
　昭和 53 年４月２日から昭和 61 年４月１日までに

生まれた方で、管理栄養士の資格を有する方または
平成 20 年春季の国家試験で資格を取得できる見込
みの方

○消防職（救急救命士）
　学校教育法による大学・短期大学（専門学校（修

業年限２年以上）を含む）を卒業した方または平成
20 年３月 31 日までに卒業見込みの方の最終学歴
により次の学歴区分ごとの生年月日に該当する方
で、救急救命士の資格を有する方または平成 20 年
春季の国家試験で資格を取得できる見込みの方

　・大学卒　昭和 53 年４月２日から昭和 61 年４月
　　　　　１日までに生まれた方

　・短大卒　昭和 58 年４月２日から昭和 63 年４月
　　　　　１日までに生まれた方

▶申し込み　８月１日（水）から 10 日（金）まで人事
課で行います。（郵送の場合は８月９日（木）の消印
まで有効）試験案内・申込書は、７月２日（月）か
ら人事課で配布します。

▶問い合わせ　人事課（内線２０８）

公平委員会委員に瀧田氏

　６月定例市議会において同意を
得て、公平委員会委員として瀧田
照子氏が選任されました。
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埼玉県ものづくりスタンプラリー２００７ 総合福祉会館「やすらぎの里」
機能回復訓練事業の利用日を変更します

▶期間　６月 23 日（土）～９月９日（日）▶場所  県
内工場、伝統工芸産地、博物館、美術館など　▶内容
県内のものづくりの現場や、県立の博物館・美術館
などを巡るスタンプラリー　▶費用　入館料、体験
料など（施設により異なります）▶その他　75 カ所
の体験・見学できる企業や施設、14 の鉄道駅にスタ
ンプが設置されています。スタンプを集めると抽選で
８００人を超える方々にスタンプラリー参加企業・施
設提供のすてきなプレゼントが当たります。ものづく
りの体験や、いろいろなモノが作られるまでの秘密や
職人技を見学するチャンスです。夏休みの学習・思い
出作りとしてぜひチャレンジしてください。参加用
紙は埼玉県観光振興室ホームページ（http://www.
sainokuni-kanko.jp/stamp/index.htm）で 入 手 で
きるほか、埼玉県観光振興室でも郵送サービスを行っ
ています。▶問い合わせ　埼玉県観光振興室観光・
物産振興担当 ☎０４８―８３０―３９５５　ＦＡＸ
０４８―８３０―４８１９

夏休み企画
「足袋蔵昔体験セミナー」参加者募集

　忠次郎蔵に宿泊して昔の家の暮らしを体験してみま
せんか。
▶日時　8 月 4 日（土）午後 2 時集合・5 日（日）正
午解散　▶場所　忠次郎蔵（忍 1 丁目・蓮華寺通り）
▶定員　20 人（先着順） ▶対象　小学 4 年生～中学
2 年生　▶参加費　一人 1,000 円（宿泊費・食費・
保険料などを含む）▶内容　うどん打ち、蔵めぐり、
銭湯入浴、花火、昔の遊び体験など　▶主催　NPO
法人ぎょうだ足袋蔵ネットワーク　▶協力　NPO 法
人ふるさと創生クラブ　▶申し込み・問い合わせ　月
～金曜日の午前8時30分～午後5時に同ネットワー
ク☎０９０―８７２６―４９６２

　行田市総合福祉会館「やすらぎの里」で行っている
機能回復訓練事業の利用日が８月１日から次のとおり
変更となります。
▶日時　火～土曜日（ただし、年末年始・祝日は除く）【機
能回復訓練室】午前９時～午後５時【プール】午前
10 時～午後４時 ※５月～10 月は午前９時 30 分か
ら利用可　▶対象　市内在住で 60 歳以上の方または障
害者（障害者手帳を所持している方）で登録証の交付を受
けた方　▶その他　プールの一般開放日は月曜日と日
曜日（ただし、年末年始・祝日および第４月曜日は除く）

【使用料】一般６００円、児童・生徒３００円　▶問
い合わせ　行田市社会福祉協議会会館福祉係☎５５７
―５４００

郷土博物館の開館時間を延長します

▶延長する期間　６月 30 日（土）～ ９月２日（日）
▶開館時間　午前９時～午後５時（入館受付は午後
４時 30 分まで）▶休館日 毎週月曜日（祝日の場
合は翌日）▶問い合わせ　郷土博物館 ☎５５４―
５９１１

夏休み親子犬の飼い方教室

▶日時　【第１回】７月２６日（木）【第２回】８月
２８日（火）両日とも午前１０時～午後３時　▶場所
県動物指導センター（熊谷市板井１２３）▶内容　①
子犬の給餌、子犬のシャンプー体験　②犬についての
話（習性、飼い方など）③寄生虫検査実習、犬の心音
聴取　④犬のしつけ方体験　▶対象　県内在住の小学
４年生～６年生とその保護者　▶定員　各回１０組　
▶費用無料　▶申し込み　第１回は７月１９日（木）、
第２回は８月２１日（火）までに電話で県動物指導
センターへ　▶問い合わせ　同センター☎５３６―
２４６５　ＦＡＸ５３６―０８００
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相　　談
法律（予約制）
行政

結婚

消費生活

夫婦関係 ・ DVなど
（予約制）

内職

人権

税務

水道料金の休日窓口

水道料金の夜間窓口

　　　　　日　　　　程
7月２４日（火）
8月6日（月）　　　　　

8月3日（金）・10日（金）　　　　
7月１5日（日）　

7月19日（木）・23日（月）・26日（木）・30日（月）　
8月2日（木）・6日（月）・9日（木）・13日（月）　　

7月20日（金）・27日（金）　
8月3日（金）・1０日（金）　　

7月17日（火）・20日（金）・24日（火）・27日（金）・31日（火）　
8月3日（金）・7日（火）・10日（金）・14日（火）　　　　　

8月8日（水）　　　　

7月１8日（水）　　　　　　

7月29日（日）、8月5日（日）　　　　　

7月17日（火）・24日（火）・26日（木）・31日（火）　
8月7日（火）・14日（火）　　　

場　　所

市役所

市役所
男女共同参画推進センター

市役所

男女共同参画推進センター

市役所

市役所

中央公民館
（教育文化センター「みらい」内）

水道庁舎（前谷）

　   問い合わせ

生活課
（内線２５２）

男女共同参画推進センター
VIVAぎょうだ　 ５５6－9301

商工観光課
（内線３８３）

人権推進課（内線２２１）

関東信越税理士会行田支部
　５５４－１４１１

水道課
　５５３－０１３１

　　  時　　　　間　　　　
午前９時～午後３時
午後１時３０分～３時３０分

午前９時３０分～１１時３０分　

午前９時３０分～午後３時３０分

午後1時～４時

午前１０時～午後４時

午後１時３０分～３時３０分　　

午後１時３０分～３時３０分

午前８時３０分～正午

午後５時１５分～７時

（7月１５日～8月１５日）

相
談
事
例　

【
苦
情
①
】

　

引
越
が
終
わ
り
数
日
し
て
か
ら
荷
物
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

布
団
袋
な
ど
10
個
ほ
ど
荷
物
が
紛
失
し
て
い
る
こ
と
に
気
が

付
い
た
。
業
者
に
調
査
を
依
頼
し
た
が
結
果
が
出
な
い
。

【
苦
情
②
】

　

新
居
に
引
越
を
し
た
。
テ
レ
ビ
に
大
き
な
傷
が
あ
り
隅
が

破
壊
さ
れ
て
い
た
。
お
皿
も
割
れ
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
も
壊
れ

て
い
た
。業
者
に
苦
情
を
申
し
出
る
と
、す
ぐ
に
伺
う
と
言
っ

た
の
に
な
か
な
か
来
な
い
。

【
苦
情
③
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
引
越
業
者
を
検
索
し
、
一
番
安
い

業
者
に
電
話
し
た
。
夜
見
積
も
り
に
来
て
金
額
を
提
示
さ

れ
契
約
し
た
。
引
越
当
日
に
ク
レ
ー
ン
車
も
必
要
と
言
わ

れ
費
用
を
追
加
請
求
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
な
場
合
、
ま
ず
引
越
業
者
の
お
客
様
相
談

室
な
ど
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
担
当
部
門
の
責
任
者
に
問
い
合
わ

せ
て
み
る
か
、
引
越
業
者
の
業
界
団
体
に
相
談
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
電
話
で
業
者
か
ら
の
回
答
が
な
い
場
合
に
は
、

文
書
で
期
限
を
切
っ
て
回
答
を
求
め
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

す
。

　

引
越
は
し
っ
か
り
プ
ラ
ン
が
立
て
ら
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
や
は
り
ト
ラ
ブ
ル
は
起
こ
っ
て

し
ま
う
も
の
で
す
。
荷
物
の
損
傷
や
紛
失
、
ま
た
は
当
初
の

見
積
も
り
と
料
金
が
違
う
な
ど
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

ト
ラ
ブ
ル
を
な
く
す
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

１
．
業
者
へ
の
見
積
も
り
は
複
数
社
に
依
頼
し
、
比
較
検
討

し
ま
し
ょ
う
。
通
常
見
積
も
り
は
無
料
で
す
の
で
、
料
金

は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ー
ビ
ス
面
も
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
見
積
書
の
裏
面
に
は
約
款
が
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
読
ん
で
万
一
の
場
合
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
見
積

書
は
契
約
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
契
約
が
成
立
し
た
後

は
契
約
内
容
を
示
す
と
同
時
に
、
利
用
者
保
護
に
役
立
つ

重
要
な
書
類
と
な
り
ま
す
。

３
．
依
頼
す
る
業
者
が
決
ま
っ
た
ら
、
見
積
書
や
担
当
者
の

名
刺
は
き
ち
ん
と
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
荷
物
の
一
部
に
傷
や
破
損
が
生
じ
た
場
合
は
、
通
常
、

標
準
約
款
で
は
、
荷
物
の
引
き
渡
し
た
日
か
ら
３
カ
月
以

内
に
業
者
に
通
知
し
な
い
と
、
業
者
の
責
任
が
消
滅
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
越
が
終
わ
っ
た
ら
、
で

き
る
だ
け
早
く
荷
物
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

※『
標
準
引
越
運
送
約
款
』は
㈳
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

http://w
w

w
.jta.or.jp/

　

業
者
や
業
界
団
体
の
連
絡
先
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
業

者
の
対
応
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
、
お
近
く
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部　

☎
０
４
８―

　

７
３
４―

０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

　

新
生
活
の
は
じ
ま
り　

引
越
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は

くらしの 番情報110
　

結
婚
・
転
勤
・
就
職
・
進
学
な
ど
、
新
生
活
の
は
じ
ま
り
に
備
え
引
越
を
し
た
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
問
題
な
く
引
越

が
終
わ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
荷
物
を
開
け
て
み
た
ら
傷
が
付
い
て
い
て
、
業
者
に
苦
情
を
言
っ
て
も
対
応
が
悪
い
と
い
う
相

談
が
あ
り
ま
す
。
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保健センター　Tel.553ー0053 ／ Fax.555ー2551
保 健 案 内

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　健康相談 　健康に関する相談をしたい方

　7 月 18 日 ㈬
午前 10 時
〜 11 時

食事や日常生活についての相談を
保健師・栄養士がお受けします。

　糖尿病健康相談 　糖尿病について心配のある方
事前の申し込みが必要です。

　禁煙相談 　たばこをやめたい方

おとなの相談
※場所は保健センター

ご利用ください
ことばの相談

　お子さんのことばで気になることは
ありませんか。
例えば
 ・おしゃべりはするけれど、発音がはっ

きりしない。
 ・発音に誤りがある（「さかな」を「た

かな」、「かさ」を「たさ」など）。
 ・ことばが遅い。
 ・ことばが詰まって話しにくいことが

ある。
　発音の発達には個人差がありますが、
多くのお子さんは 3 歳ごろから母音
の「あ・い・う・え・お」が明確にな
り、小学校に入学するころには 50 音
がはっきりしてきます。
　特に難しい発音は「さ・し・す・せ・そ」
や「ら・り・る・れ・ろ」ですが、5
歳くらいまでには発音できるようにな
ります。上手に発音できなくても、専
門家の指導によりよく発音できるよう
になることが多いです。
　保健センターでは、ことばについて
心配のある小学校入学前のお子さんを
対象に言語聴覚士による個別相談を実
施します。

日　　時　8 月 29 日（水）午後
　　　　　30 日（木）午前および午後
場　　所　保健センター
申し込み　8 月 17 日（金）までに電話
　　　　　で保健センターへ

胃 が ん 検 診
期　　日 場　　所 期　　日 場　　所

  8 月　9 日（木） 持 田 公 民 館   9 月 20 日（木） 保健センター

  8 月 24 日（金） 保健センター   9 月 28 日（金） 保健センター

  8 月 28 日（火） 保健センター 10 月　4 日（木） 保健センター

  8 月 31 日（金） 保健センター 10 月 10 日（水） 保健センター

  9 月 11 日（火） 保健センター 10 月 16 日（火） 保健センター

受付時間　午前 8 時〜 8 時 45 分
検査方法　問診・胃部エックス線検査（バリウムをのみます）
対　　象　40 歳以上（平成 19 年 4 月 1 日現在）
費　　用　500 円（70 歳以上の方は無料）　
申し込み　7 月 6 日（金）から電話または窓口で受け付けます。

［注意事項］　
〇前日午後 9 時以降の食事はお避けください。なお、水分補給（水

または白湯）については、前日の夜 12 時ごろまでならばコッ
プ 2 杯程度、当日の起床時にのどの渇きが激しい場合には、6
時ごろまでならコップ半分程度はかまいません。

〇薬を内服している方はあらかじめ主治医に相談してください。
〇検査時の衣服は、ボタン、金具のないものを着用してください。
〇次に該当する方は受診できません。　　
　・胃に関する疾患で、経過観察中、治療中および手術後の方。
　・最近便秘気味でお腹がはる方。
　・開腹手術（胃、腸、胆のうなどのほか帝王切開も含む）をした方。
　・妊娠中（可能性のある場合を含む）授乳中の方。

こころの相談
予約制ですので、ご希望の方は事前に電話で申し込みください。

　
期　　日　7 月 19 日 ( 木 )
場　　所　保健センター
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名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　４カ月児健診 　平成 19 年 3 月 15 日〜   
　4 月 14 日生まれの子  

　8 月　3 日 ㈮

午後 1 時〜
1 時 30 分

対象者には通知します。　
通知のない方はご連絡くだ
さい。

　8 月 21 日 ㈫ 

　1 歳 6 カ月児健診 　平成 18 年 1 月生まれの子 　8 月 10 日 ㈮

　2 歳児歯科健診 　平成 17 年 1 月生まれの子 　8 月 23 日 ㈭

　3 歳児健診 　平成 16 年 2 月生まれの子 　8 月 17 日 ㈮

　乳幼児相談 　小学校入学前の親子

　8 月　6 日 ㈪ 午後 1 時 30 分
〜３時 30 分 育児に関する相談を保健師、

栄養士がお受けします。事前
に電話申し込みが必要です。　8 月 21 日 ㈫ 午前 9 時 30 分

〜 11 時 30 分

　離乳食教室（初期） 　平成 19 年 2 月 15 日〜 3 月
　14 日生まれの子をお持ちの方 　8 月　2 日 ㈭ 午後 1 時 45 分

〜 2 時 事前に電話申し込みが必要です。

　思春期のこころの
　相談

　小学生・中学生・高校生など
　またはその家族など 　8 月 27 日 ㈪ 午前 9 時 30 分

〜 11 時 30 分

子どものこころの問題を心理
士・保健師がお受けします。事
前に電話申し込みが必要です。

子どもの健診・相談・教室 ※場所は保健センター

日本脳炎予防接種
　日本脳炎予防接種は平成 17 年に厚生労働省
から、接種勧奨の差し控え勧告が出されたこと
により、本市では現在も接種勧奨を控えている
状況です。
　日本脳炎の流行地域（東南アジア諸国など）
へ渡航するなど日本脳炎に感染するおそれが高
い場合には、国指定の同意書に署名のうえ、医
療機関で接種することができます。希望される
方は保健センターに問い合わせください。
　なお、近年の国内における日本脳炎患者は中
部以西で年間数人、主に中高齢者に発生してい
ます。また、昨年 9 月には熊本県で小児 1 人
が発症しています。　　
　日本脳炎の感染源は日本脳炎ウイルスを媒介
する蚊です。防蚊対策として、戸外に出るとき
はできる限り長袖や長ズボンを身に付ける、露
出している皮膚への蚊除け剤の使用、網戸の使
用など、ウイルスを持った蚊に刺されないよう
注意することをお勧めします。蚊の発生を減ら
すためには、住宅周辺の水たまりを作らないよ
うにすること、また、側溝などに落ち葉や土砂
がたまり、流れが滞らないように定期的に清掃
することも有効と考えられています。
　日本脳炎予防接種については市ホームページ
にも掲載していますのでご覧ください。

親子わくわくクッキング教室（食育講座）
　子どものころからの「食べる」習慣が大人になってから、
思いもよらないことに影響することもあります。　
　子どもに食べる大切さや食べる楽しさを伝えるために

『食』の教室を開催します。興味のある方は申し込みくだ
さい。

日　　時　7 月 24 日（火）・25 日（水）午前 10 時〜
11 時 30 分　　　　　　　　

場　　所　男女共同参画推進センター「VIVA ぎょうだ」
調理室　

内　　容　紙芝居「たべもののふしぎ」、簡単調理実習、
食べたら磨こう（ブラッシング）　

対　　象　市内在住で年長児の親子　　
定　　員　1 日 20 組（計 40 組・先着順）
持 ち 物　エプロン、三角巾（バンダナなど）、ハンドタ

オル、歯ブラシ（幼児用）
申し込み　７月 9 日（月）から電話で保健センターへ

ＢＣＧ

受付時間　午後 1 時 30 分〜 2 時 20 分
場　　所　保健センター
 ・対象の方には個人あてに通知します。
 ・対象者以外（平成 19 年 3 月 31 日以前に生まれて生

後 6 月未満の子）でまだ受けていないお子さんはこの
機会に受けてください。

期　　日 対　象　児

  7 月 24 日（火） 平成 19 年 4 月 1 日〜 15 日生まれ

  8 月　7 日（火）   平成 19 年 4 月 16 日〜 30 日生まれ
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　〜子どもたちの国語力向上を目指して〜

　  「行田市子ども読書活動推進計画」がまとまりました
　〜子どもたちの国語力向上を目指して〜

　  「行田市子ども読書活動推進計画」がまとまりました

この計画は、乳幼児や児童・生徒の読書活動の推進と家庭、幼稚園・保育園、学校、図書館な
どが一体となって、よりよい読書環境を醸成していくことを目指します。

　近年、子どもの活字離れや国語力の低下、対話による問題解決能力の低下などが指摘されています。読書活
動は、子どもが言葉を学び、多くの知識や深く考える力などを身に付けていくうえで欠くことのできないもの
です。
　そこで、教育委員会では「行田市子ども読書活動推進計画」を策定しました。この計画を推進していくこと
により、国語力を身に付けた子どもたちの育成を目指します。

計画策定の目的

平成 19 年度から 23 年度までの 5 カ年計 画 の 期 間

計 画 の 目 標

・すべての子どもたちに良い本を
・すべての子どもたちに読書の機会を
・すべての子どもたちに良い読書環境を

基本方針と取り組み内容

▶問い合わせ　図書館 ☎５５６−４２２７

読書活動推進のための基本的方針 具体的な取り組み 実施主体

　１．キラキラした瞳の子どもたちを育てます
　　　（家庭における読書活動）

  ①　ブックスタートパックの活用
  ②　読み聞かせの実践
  ③　おはなし会への参加
  ④　読書活動の推進

  家   庭

　２．輝く元気な園児たちを育てます
　　　（幼稚園・保育園などの読書活動）

  ①　読書習慣の形成
  ②　読書環境の醸成
  ③　絵本の読み聞かせ・パネルシアターなどの実施

  幼　稚　園
  保　育　園など

　３．読書活動で明るく元気な児童 ･ 生徒を育てます
　　　（小学校・中学校の読書活動）

  ①　学校図書館の蔵書の充実
  ②　学校図書館の整備
  ③　図書委員会の活性化
  ④　司書教諭の設置の推進
  ⑤　創意ある読書活動の推進

  小　学　校
  中　学　校
  教育総務課
  学校教育課

　４．子どもの個性にあった読書活動を応援します
　　　（障害のある子どもの読書活動）

  ①　ハンディキャップサービスの充実
  ②　特殊絵本などの充実
  ③　録音図書・点字図書の収集
  ④　ボランティア団体などとの連携による読書活動の支援

  図　書　館
  ボランティア団体 
  福祉施設
  特別支援学校など

　５．図書館は個性豊かな子どもたちの読書活動を
　　　応援します
　　　（図書館における読書活動）

  ①　図書資料の整備・充実
  ②　学校・学校図書館および他の機関との連携
  ③　ボランティアの養成と活用
  ④　啓発と広報の推進

  図　書　館

　６．地域社会全体で子どもたちの読書活動を支援します
　　　（子どもが読書に親しむための推進体制）

  ①　推進体制の構築
  ②　他事業との連携・協力

  図　書　館
  関係団体など
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・
ぼ
く
と
パ
パ
（
セ
ル
ジ
ュ
・
ブ
ロ
ッ
ク
）

・
パ
ブ
ロ
の
て
ん
ら
ん
か
い（
き
た
む
ら
さ
と
し
）

・
ふ
し
ぎ
の
た
ね
（
ア
ニ
タ
・
ロ
ー
ベ
ル
）

・
パ
コ
（
広
瀬
弦
）

▼
日
時　

７
月
18
日
㈬
・
25
日
㈬
、
８
月
１
日

㈬　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所　

図
書
館

▼
対
象　

こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た

い
方
や
始
め
て
間
も
な
い
方
で
３
日
間
と
も
受

講
で
き
る
方

▼
内
容　

読
み
聞
か
せ
の
本
の
選
び
方
・
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
の
実
技
指
導
な
ど

▼
定
員　

15
人
（
未
経
験
者
優
先
）

▼
費
用
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

図
書
館

▼
日
時　

7
月
28
日
㈯ 

午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児　

▼
内
容　

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時　

8
月
4
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
の
会

▼
日
時　

7
月
21
日
㈯ 
午
後
２
時
〜

▼
場
所　

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名　

サ
ヨ
ナ
ラ
、
み
ど
り
が
池
（
30
分
）
、

字
の
な
い
は
が
き
（
18
分
）

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

先
着
80
人　

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

8
月
2
日
㈭ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名　

手
紙
（
18
分
）
ほ
か

▼
対
象　

小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

先
着
80
人　

▼
入
場
無
料

　

図
書
館
で
は
、
絵
本
を
介
し
て
赤
ち
ゃ
ん
と

心
温
ま
る
ひ
と
と
き
を
持
て
る
よ
う
に
と
願
い
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
（
絵
本
２
冊
入
り
）

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

7
月
17
日
㈫
、
8
月
3
日
㈮ 

午
後

１
時
受
付
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て

実
施
）

▼
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

　

7
月
17
日
㈫
・
23
日
㈪
・
30
日
㈪
・
31
日
㈫
、

8
月
6
日
㈪
・
13
日
㈪

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
Ｃ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
は
、
破
損
防
止
の
た

め
、
開
館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返

し
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の
た
め
の

　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
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開館時間　午前９時３０分〜午後７時

お 

は 

な 

し 

会

子 

ど 
も 
映 

画 

会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

休  

館  

日

　

ヒ
ロ
シ
マ
の
原
爆
を
テ
ー
マ
に
し
た
物
語

で
す
。
原
爆
が
ヒ
ロ
シ
マ
に
残
し
た
も
の
、

戦
後
何
十
年
経
っ
て
も
人
々
の
心
に
残
っ
て

い
る
も
の
が
淡
々
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
広
島
に
は
何
度
か
訪
れ
、
平
和

資
料
館
に
も
足
を
運
び
、
原
爆
が
も
た
ら
し

た
悲
劇
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り

で
し
た
。
し
か
し
、
建
物
や
街
並
み
は
修
復

で
き
て
も
、
人
の
心
や
身
体
に
残
し
た
も
の

は
簡
単
に
修
復
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
こ
の
本
を
読
む
ま
で
は
理
解
で

き
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

作
中
、
被
爆
者
の
女
の
子
と
結
婚
を
し
よ

う
と
す
る
息
子
に
、
母
が
、
「
な
ん
で
う
ち

は
死
ね
ん
の
か
ね　

う
ち
は
も
う
知
っ
た
人

が
原
爆
で
死
ぬ
ん
は
見
と
う
な
い
よ
」
と
言

う
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
自
身
も
被
爆
者
で
、

家
族
も
看
取
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
の
心
情
を

想
像
し
た
だ
け
で
、
胸
が
つ
ま
り
ま
す
。

　

今
夏
、
こ
の
お
話
が
映
画
と
し
て
公
開
さ

れ
ま
す
。
必
ず
観
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

『
夕
凪
の
街　

桜
の
国
』

　

 

こ
う
の　

史
代  

著

北
岡　

菜
津
美
さ
ん
（
小
針
）

新
着
図
書

一
般
書

・
作
家
の
値
段
（
出
久
根
達
郎
）

・
名
城
と
合
戦
の
日
本
史
（
小
和
田
哲
男
）

・
イ
ギ
リ
ス
（
黒
岩
徹
）

・
逆
立
ち
日
本
論
（
養
老
孟
司
）

・
平
等
社
会
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
育
む
未
来
型
学

　

力
（
ヘ
イ
ッ
キ
・
マ
キ
バ
ー
）

・
「
改
憲
」の
系
譜（
共
同
通
信
社
憲
法
取
材
班
）

・
予
防
と
健
康
の
事
典
（
栗
原
毅
）

・
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
（
渡
邊
輝
夫
）

・
ひ
ら
が
な
の
美
学
（
石
川
九
楊
）

・
長
野
殺
人
事
件
（
内
田
康
夫
）

・
が
ら
く
た
（
江
國
香
織
）

・
ふ
た
つ
め
の
月
（
近
藤
史
恵
）

・
本
当
に
生
き
た
日
（
城
山
三
郎
）

児
童
書　

・
民
族
の
壁
ど
つ
い
た
る
！
（
井
筒
和
幸
）

・
ま
ち
の
コ
ウ
モ
リ
（
中
川
雄
三
）

・
う
た
ち
ゃ
ん
ち
の
マ
カ
（
柏
葉
幸
子
）

・
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
（
久
本
直
子
）

・
み
り
ょ
く
の
み
（
五
味
太
郎
）
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６
月
２
日
、
市
が
推
進
し
て
い
る
「
み
ん
な

で
つ
く
る
公
園
整
備
事
業
」
の
一
環
と
し
て
宮

本
公
園
で
花
の
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
約
30
人
の
地
域
住
民
と
テ

ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
の
協
力
に
よ

り
、
色
と
り
ど
り
の
愛
ら
し
い
ペ
チ
ュ
ニ
ア
の

花
約
２
千
鉢
が
植
え
ら
れ
、
公
園
内
は
一
気
に

鮮
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
地
域
の

皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
所
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

６
月
10
日
、
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
は

第
34
回
行
田
市
長
杯
争
奪
県
北
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
行
わ
れ
る
県
や
全
国
規
模
の
大
会
の
選

考
会
を
兼
ね
た
こ
の
大
会
に
は
、
県
内
７
市
町

か
ら
74
人
の
選
手
が
参
加
。
時
速
２
０
０
㎞
を

超
え
る
ス
マ
ッ
シ
ュ
に
も
反
応
し
て
ポ
イ
ン
ト

を
重
ね
る
た
び
に
、
会
場
に
は
選
手
た
ち
の
歓

喜
の
声
が
響
き
ま
し
た
。
何
度
も
シ
ャ
ト
ル
が

打
ち
返
さ
れ
る
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
、

シ
ャ
ト
ル
を
と
お
し
た
選
手
同
士
の
交
流
が
図

ら
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
、
市
役
所
か
ら
持
田
イ
ン
タ
ー
付

近
ま
で
の
国
道
１
２
５
号
沿
い
で
違
反
広
告
物

の
除
却
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
立
行
田
養
護
学
校
の
卒
業
生
ら
で
つ
く
る

「
ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
の
会
」
の
呼
び
か
け
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
も

の
つ
く
り
大
学
の
学
生
な
ど
が
参
加
。
「
世
界

遺
産
を
目
指
す
ま
ち
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
ク
リ

ー
ン
な
ま
ち
な
み
に
」
と
の
思
い
で
、
約
80
人

の
参
加
者
は
電
柱
に
張
ら
れ
た
違
法
な
チ
ラ
シ

な
ど
を
は
が
し
、
気
持
ち
の
良
い
汗
を
か
い
て

い
ま
し
た
。

写
真
館

写
真
館

み
ん
な
で
憩
い
の
公
園
に

　

 

違
反
広
告
を
は
が
し
て

　
　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
に

　

6
月
10
日
、
持
田
の
ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ
ト
ピ
ア

で
は
、
財
団
法
人
忍
郷
友
会
主
催
に
よ
り
「
忍

藩
主
阿
部
家
と
行
田
市
」
と
題
す
る
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

題
名
の
と
お
り
、
白
河
へ
領
地
替
え
に
な
る

ま
で
の
９
代
１
８
４
年
間
に
わ
た
り
忍
藩
主
だ

っ
た
阿
部
家
。
こ
の
日
は
、
22
代
目
の
当
主
で

あ
る
阿
部
正
靖
さ
ん
が
、
阿
部
家
の
由
来
や
老

中
を
6
人
も
出
し
た
こ
と
、
徳
川
幕
府
と
の
関

係
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
会
場
に
集

ま
っ
た
人
た
ち
は
、
忍
城
整
備
に
力
を
注
い
だ

阿
部
家
の
子
孫
で
あ
る
阿
部
正
靖
さ
ん
の
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
た
話
を
聞
き
な
が
ら
、
郷
土
の
歴

史
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

シ
ャ
ト
ル
を
打
ち
合
い
歓
喜
の
声

忍
藩
の
基
礎
を
築
い
た
阿
部
家
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５
月
29
日
、
郷
土
博
物
館
玄
関
前
で
行
田
市

菊
花
連
絡
協
議
会
に
よ
る
菊
苗
の
無
料
配
布
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
の
開
始
時
刻
に
合
わ
せ
多
く
の
市

民
が
列
を
作
り
、
こ
の
日
用
意
さ
れ
た
約
４
千

鉢
の
菊
苗
は
わ
ず
か
30
分
で
配
布
終
了
と
な
る

な
ど
、
大
盛
況
。
会
員
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

菊
苗
を
受
け
取
っ
た
人
た
ち
は
「
秋
に
は
ど
の

よ
う
な
花
が
咲
く
の
か
、
育
て
る
の
が
と
て
も

楽
し
み
で
す
」
と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い

ま
し
た
。 菊

苗
の
配
布
に
長
い
列

　

６
月
13
日
、
泉
小
学
校
で
は
、
交
通
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

信
号
機
や
横
断
歩
道
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
校

庭
で
は
、
４
～
６
年
生
を
対
象
に
自
転
車
免
許

の
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、
合
格

す
る
と
免
許
証
が
交
付
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
実

技
テ
ス
ト
で
は
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
自
転

車
に
乗
り
、
試
験
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
交
通

安
全
講
習
や
筆
記
テ
ス
ト
を
経
て
、
見
事
全
員

が
合
格
し
、
一
人
ひ
と
り
に
顔
写
真
入
り
の
免

許
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
転
車
免
許
証
を
交
付　

　
　
　
　
　

泉
小
交
通
安
全
教
室

　

６
月
３
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら

い
」
で
は
行
田
市
医
師
会
主
催
の
第
４
回
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
わ
が
町

の
健
康
（
Ⅳ
）
警
告
！
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
。
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
や
す

い
状
態
を
示
す
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
つ
い
て
、
６
人
の
講
師
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
今
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
、
危
険
性
や
予
防

法
を
知
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

　
　
　
　
　
　
　

知
る
よ
い
機
会
に

　

的
確
で
迅
速
な
県
政
運
営
の
た
め
、
上
田
清

司
知
事
が
自
ら
県
内
を
く
ま
な
く
訪
問
し
、
見

学
や
話
し
合
い
を
行
う
知
事
の
「
と
こ
と
ん
訪

問
」
。
6
月
18
日
、
上
田
知
事
が
「
と
こ
と
ん

訪
問
」
で
行
田
市
を
訪
れ
、
市
民
と
交
流
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
田
知
事
は
こ
の
日
、
忠
次
郎
蔵
、
足
袋
と

く
ら
し
の
博
物
館
、
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
、

テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
、
そ
し
て
、

ス
リ
ッ
パ
工
場
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
中
で

も
「
世
界
遺
産
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」
や
埼
玉
地

区
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
で
は
、「
さ
き
た
ま
古
墳

群
は
、
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
十
分
あ
る

と
思
う
。
県
と
し
て
も
特
別
チ
ー
ム
を
作
っ
て

支
援
し
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

上
田
知
事
が「
と
こ
と
ん
訪
問
」で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
と
交
流



　

ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン

ス
は
、
２
人
一

組
で
円
（
ラ
ウ
ン

ド
）
を
つ
く
り
、

全
員
が
同
じ
方
向

へ
動
い
て
い
く
ダ

ン
ス
で
す
。
踊
る

相
手
が
変
わ
る
の

で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
に
も
似
て
い
ま

す
が
、
ワ
ル
ツ
、

タ
ン
ゴ
、
チ
ャ

チ
ャ
、
ル
ン
バ
な
ど
の
曲
を
社
交
ダ
ン
ス
の
ス

テ
ッ
プ
を
用
い
て
踊
り
ま
す
。
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン

ス
は
社
交
ダ
ン
ス
と
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
両
方

の
要
素
を
併
せ
持
っ
て
い
る
ダ
ン
ス
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
ジ
ョ
イ
フ
ル
ラ
ウ
ン
ド
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
15
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
。

現
在
20
人
で
毎
週
水
曜
日
の
午
後
１
時
～
５
時

に
忍
・
行
田
公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
の
大
き
な
特
徴
は
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
や
体
の
向
き
な
ど
を
指

示
す
る
「
キ
ュ
ー
イ
ン
グ
」
を
聞
い

て
踊
る
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
曲

全
体
を
通
し
た
振
り
付
け
を
覚
え
な

く
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
曲
を
踊
る
こ

と
が
で
き
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
に
比

べ
難
し
く
な
い
そ
う
で
す
。
み
ん
な

で
楽
し
み
な
が
ら
上
達
す
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
る
同
ク
ラ

24

ブ
で
は
、
１
つ
の
曲
を
少
し
ず
つ
区
切
り
、
メ

ン
バ
ー
同
士
で
教
え
合
い
な
が
ら
練
習
を
行
う

の
で
、
始
め
た
ば
か
り
の
人
か
ら
も
「
わ
か
り

や
す
い
」
と
評
判
で
す
。
「
一
曲
通
し
て
踊
れ

る
よ
う
に
な
る
と
う
れ
し
い
」
「
も
っ
と
き
れ

い
に
踊
り
た
い
」
な
ど
と
向
上
心
を
持
っ
て
楽

し
そ
う
に
踊
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
姿
に
、
見
て

い
る
人
の
心
も
自
然
と
躍
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

公
民
館
で
行
わ
れ
る
ふ
れ
あ
い
祭
や
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
て
い
る
同
ク
ラ
ブ
。
「
今
後

さ
ら
に
人
数
を
増
や
し
て
た
く
さ
ん
の
人
と
踊

る
喜
び
を
共
有
し
た
り
、
福
祉
施
設
へ
の
慰
問

な
ど
を
行
い
発
表
の
場
を
広
げ
た
り
し
た
い
」

と
、
皆
さ
ん
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。
社
交
ダ

ン
ス
を
踊
り
た
い
け
れ
ど
「
ち
ょ
っ
と
難
し
そ

う
」
と
た
め
ら
っ
て
い
る
方
、
さ
ぁ
、
ラ
ウ
ン

ド
ダ
ン
ス
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ　

忍
・
行
田
公
民
館
☎
５
５
６

　

―

８
６
７
４

　このコーナーに登場していただけ
る方・団体・作品を募集しています。
行田市本丸２−５・行田市役所広報広
聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。 

広
場〜みんなで踊る喜びを〜

ジョイフルラウンドダンスクラブ

佐
間　
　

中
島
ひ
ろ
し

洗
濯
物
昼
に
は
乾
き
夏
は
来
ぬ

長
野　
　

安
江
よ
し
ひ
ろ

葱ね
ぎ

坊
主
拉ら

ち致
さ
れ
し
子
の
幾い

く
た
り人
ぞ

谷
郷　
　

大
谷　

峯
生

葦あ
し

芽
吹
く
神
話
の
沼
に
千
の
風

白
川
戸 　
鈴
木　

都く
に

子

竹
の
秋
ぽ
っ
く
り
寺
に
乞
ふ
朱し

ゅ
い
ん印

荒
木　
　

梁や
な

川
も
と
子

て
っ
せ
ん
を
咲
か
せ
隣
り
も
一
人
か
な

犬
塚　
　

細
井
喜
美
江

籾も
み

種
を
浸ひ

た

す
息
子
を
頼た

の

も
し
く

埼
玉　
　

小
菅　

春
童

つ
く
ば
い
の
水
に
沈
め
る
青
葉
か
な

埼
玉　
　

田
中　

元
勝

風
薫か

お

る
鍬く

わ

入い

れ
式
の
気
合
か
な

下
忍　
　

島
崎　

も
と

そ
れ
ぞ
れ
の
昭
和
を
つ
む
ぐ
「
昭
和
の
日
」

門
井
町 　
森
下
さ
と
し

青
す
だ
れ
轟ご

う
ぜ
ん然
と
し
て
雨
来
た
る

門
井
町 　
小
暮　

愛
子

老
体
と
云い

へ
ど
五
月
や
小
鎌
研と

ぐ

私
の
作
品

俳
句
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地
域
で
子
育
て
を
支
え
合
う
会
員
組
織
と
し

て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
方

と
協
力
し
た
い
方
が
相
互
に
援
助
活
動
を
行
う
、

育
児
支
援
制
度
で
す
。
今
月
は
こ
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
協
力
会
員
と
し
て
活

動
し
て
い
る
鈴
木
征
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
地
元
に
協
力
会
員
が
少
な
い

の
で
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
相
談
を
受
け
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
協
力
会
員
に
登
録
し
た
そ
う
で
す
。
「
子

ど
も
は
無
邪
気
で
か
わ
い
い
し
、
困
っ
て
い
る

人
が
い
る
の
な
ら
協
力
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

家
族
に
話
す
と
、
働
い
て
い
る
夫
も
賛
成
し
て

く
れ
、
定
年
後
は
会
員
登
録
し
て
協
力
し
た
い

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
、
家
族
の
協
力
を

得
て
地
域
の
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

会
員
登
録
後
、
不
安
を
感
じ
る
間
も
な
く
、

す
ぐ
に
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
鈴
木

さ
ん
。
「
行
田
市
へ
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り

の
小
学
１
年
生
の
お
子
さ
ん
を
、
毎
日
学
校
か

ら
学
童
保
育
室
ま
で
送
迎
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
活
動
初
日
、
学
童
保
育
室
ま
で
送
り
終

え
た
と
き
の
こ
と
。
初
対
面
の
人
に

連
れ
ら
れ
、
初
め
て
行
く
学
童
保
育

室
へ
の
不
安
と
寂
し
さ
か
ら
か
、
そ

の
子
は
突
然
泣
き
出
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
私
も
思
わ

ず
も
ら
い
泣
き
し
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
次
の
日
か
ら
は
学

校
で
あ
っ
た
出
来
事
や
遠
足
の
話
、

家
族
の
こ
と
な
ど
送
迎
中
の
車
内
で

は
会
話
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
学

童
保
育
室
ま
で
の
道
の
り
は
と
て
も
短
く
感
じ

ま
し
た
」
と
話
す
よ
う
に
、
子
ど
も
と
過
ご
す

わ
ず
か
な
時
間
が
楽
し
く
な
り
、
待
ち
遠
し
く

も
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

生
後
半
年
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
預
か
る
こ
と
が

あ
る
協
力
会
員
の
活
動
は
大
変
で
苦
労
も
あ
る

け
れ
ど
、
協
力
会
員
同
士
で
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
、
多
く
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
見
た
い
と

話
す
鈴
木
さ
ん
。
今
後
は
夫
婦
で
地
域
の
子
育

て
に
協
力
し
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
で
子
供
た
ち
に
笑
顔
を

鈴
木　

征
子 

さ
ん
（
城
西
・
65
歳
）

前
谷　
　

町
田　

貞
子

小
鳥
た
ち
春
爛ら

ん
ま
ん漫

を
分
か
ち
あ
い

矢
場　
　

鈴
木
か
づ
の

網
戸
よ
り
六
月
の
風
入
れ
に
け
り

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

 

『
鉢
植
え
の
花
』（
彩
墨
画
）

飯
塚　

本
子
（
持
田
）

はじめまして
今月は、平成 18年 9月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線 318）
　　　　締め切りは 7月 31 日㈫です。
抽選会は8月2日㈭の午後1時30分市役所203会議室

江
利
川  

拓た
く
み海

ち
ゃ
ん（
持
田
）

芳
治
・
美
奈
子
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
７
月
21
日
生
ま
れ

「
甘
え
ん
坊
の
た
ー
ち
ゃ
ん
で
す
。」

鈴
木　

陽よ
う
す
け介

ち
ゃ
ん
（
本
丸
）

康
修
・
純
子
さ
ん
の
二
男

平
成
18
年
７
月
13
日
生
ま
れ

「
兄
ち
ゃ
ん
に
負
け
る
な
！
陽
介
!!
」

安
藤　

輝ひ
か
るち

ゃ
ん
（
持
田
）

洋
・
裕
美
さ
ん
の
二
男

平
成
18
年
７
月
８
日
生
ま
れ

「
未
来
へ
輝
け
！
わ
ん
ぱ
く
王
子
!!
」

矢
野　

和か
ず
き希

ち
ゃ
ん
（
持
田
）

良
治
・
真
理
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
７
月
31
日
生
ま
れ

「
明
る
く
元
気
な
子
に
!!
」

中
嶋  

倖こ
う
た
ろ
う

太
郎
ち
ゃ
ん（
持
田
）

幸
一
・
加
代
さ
ん
の
二
男

平
成
18
年
７
月
10
日
生
ま
れ

「
元
気
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
」



▼
日
時　

７
月
15
日
㈰
午
前
７
時
～

11
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
の
里　

▼

催
し
物　

野
だ
て
、朗
唱
の
会
歌
会
、

ウ
ク
レ
レ
・
オ
カ
リ
ナ
・
大
正
琴
演

奏
、
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
新

行
田
音
頭
の
演
舞
、蓮
粥
の
試
食
会
、

蓮
茶
の
ふ
る
ま
い
、
蓮
餅
つ
き
大

会
、
俳
句
お
よ
び
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集　

※
内
容
に
多
少
の
変
更

あ
り　

▼
問
い
合
わ
せ　

蓮
ま
つ
り

実
行
委
員
会
（
太
田
公
民
館
内
）
☎

５
５
９
─
４
２
９
９

▼
日
時　

７
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰ 

▼
場
所　

国
道
１
２
５
号
・
県
道

行
田
蓮
田
線
歩
行
者
天
国
区
域 

▼
催
し
物　
【
28
日
㈯
前
夜
祭
】
浮

き
城
横
丁
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト　
【
29
日
㈰
市
民

祭
】
浮
き
城
だ
ん
べ
踊
り
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、

山
車
の
た
た
き
合
い　

※
内
容
に
多

少
の
変
更
あ
り　

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時　

７
月
28
日
㈯
午
後
１
時
15

分
～
４
時
15
分　

▼
場
所　

教
育
文

化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー

ル　

▼
内
容　

市
内
の
各
小
・
中
学

校
の
代
表
（
小
学
生
16
人
、
中
学
生

８
人
）
が
、
将
来
の
夢
や
日
ご
ろ
感

じ
て
い
る
こ
と
、
社
会
に
対
し
て
訴

え
た
い
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
発
表
者
の
思
い
を
、

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
声
を
、
ぜ

ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
▼
入
場
無
料 

▼
そ
の
他　

手
話
通
訳
が
つ
き
ま

す
。
▼
問
い
合
わ
せ　

ひ
と
つ
く
り

支
援
課
☎
５
５
６―

８
３
１
９

▼
日
時　

８
月
19
日
㈰
午
前
８
時
15

分
開
会
（
午
前
８
時
受
付
開
始
）
※

雨
天
の
場
合
は
８
月
26
日
㈰　

▼
場

所　

富
士
見
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ほ
か　

▼
種
目　

一
般
男
子
、
一

般
女
子
（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
よ

る
）
▼
参
加
料　

１
ペ
ア
１
千
円

（
一
般
）、
６
０
０
円
（
高
校
生
・
中

学
生
）
※
大
会
当
日
受
付
で
徴
収 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８

月
２
日
㈭
ま
で
に
間
庭
宅
へ
☎

５
５
６―

１
２
４
８　

※
行
田
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
大
会
要
項
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。http://w

w
w

.g
eocities.

jp/gyoudasofttennis/

▼
日
時
・
種
目　

９
月
９
日
㈰
男
女

ダ
ブ
ル
ス
Ａ
・
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
、

16
㈰
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
・
男
女
ダ

ブ
ル
ス
Ｂ
、
予
備
日
23
日
㈰
※
Ｂ

は
初
心
者
ク
ラ
ス
。
た
だ
し
男
子
50

歳
・
女
子
45
歳
以
上
の
方
は
出
場

可　

▼
場
所　

総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト　

▼
対
象　

行
田
市
テ
ニ
ス
協

会
登
録
会
員
お
よ
び
市
内
在
住
・
在

勤
の
方
（
近
隣
市
町
の
方
も
可
） 

▼

参
加
料　

ダ
ブ
ル
ス
２
千
円
、
シ

ン
グ
ル
ス
１
千
５
０
０
円　

▼
主

催  

行
田
市
テ
ニ
ス
協
会  
▼
申
し

込
み　

８
月
16
日
㈭
ま
で
に
申
込
用

紙
を
三
上
宅
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
５
４―

５
７
０
４
）
し
、
参
加
料
は
指
定
の

銀
行
口
座
へ
振
り
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
※
大
会
要
領
お
よ
び
申
込
用
紙

は
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
２
階
で
配
布　

▼
問

い
合
わ
せ　

山
口
宅
☎
５
５
６―

９
１
６
５
ま
た
は
三
上
宅
☎
５
５
４

―

５
７
０
４

▼
日
程　

９
月
６
日
～
10
月
11
日

の
毎
週
木
曜
日
（
全
６
回
） 

▼
場
所 

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

２
階
交
流
・
創
作
室　

▼
対
象  

市

内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方
ま
た
は
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

▼
定
員 

12
人
（
先
着
順
） 

▼
持
ち
物　

中
筆

（
半
紙
に
書
く
も
の
）、
書
道
セ
ッ
ト

（
下
敷
き
、硯
、文
鎮
）
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

７
月
23
日
㈪
か
ら
同

館
窓
口
に
て
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

７
月
28
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
内
容　

司
法
書
士

に
よ
る
生
活
保
護
に
関
す
る
電
話

相
談
会　

▼
相
談
方
法　

電
話
に
よ

る
無
料
相
談
☎
０
１
２
０―

０
５
２

―

０
８
８
（
開
催
当
日
の
み
） 

▼
主

催　

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

司
法
書
士
大
貫
☎

０
４
８―
４
７
３―

７
５
８
４
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広告

第
14
回
市
民
祭
・

 

行
田
浮
き
城
ま
つ
り

第
10
回
行
田
蓮
ま
つ
り

第
22
回
浮
き
城
の
ま
ち

 

行
田
少
年
の
主
張
大
会

第
34
回
市
長
杯
争
奪

  

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

第
26
回
市
長
杯
争
奪

　
　
　

  

テ
ニ
ス
大
会

 

書
道
教
室

生
活
保
護
１
１
０
番
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▼
日
時　

９
月
１
日
㈯
午
後
６
時
30

分
開
場
、
７
時
開
演
～　

▼
場
所 

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」 

▼
演
題　

人
生
は
い
つ
も「
今
か
ら
」 

▼
講
師　

三
浦
雄
一
郎
さ
ん　

▼
定

員　

５
０
０
人　

▼
受
講
料　

一
般

１
千
円
、
大
学
生
以
下
無
料  

▼
チ

ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

７
月
２
日
㈪
か

ら
も
の
つ
く
り
大
学
、
宮
脇
書
店
、

ス
タ
ー
ダ
ス
ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
行
田
市
体
育
協
会
に
て 

▼
問
い
合
わ
せ　

も
の
つ
く
り
大
学

☎
５
６
４―

３
８
１
３
、
ス
タ
ー
ダ

ス
ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
☎
５
５
７―

０
９
９
９
、
行
田
市

体
育
協
会
☎
５
５
６―

８
３
３
６

▼
日
時　

８
月
５
日
㈰
【
１
回
目
】

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分
【
２
回

目
】
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

※
開
場
は
30
分
前　

▼
場
所　

教

育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　

▼
入
場
料　

小
学
生

以
上 

前
売
り
券
１
千
円
、
当
日
券

１
千
２
０
０
円　

※
前
売
り
券
は
川

島
書
店
、
忍
書
房
、
宮
脇
書
店
行
田

店
で
販
売　

▼
主
催　

平
和
の
た
め

の
行
田
戦
争
展
実
行
委
員
会　

▼
後

援　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会 

▼
問
い
合
わ
せ　

北
埼
教
育
会
館
☎

５
５
３―

０
７
４
４

▼
日
時　

８
月
２
日
㈭
午
後
１

時
開
場
、
１
時
30
分
開
演　

▼
場

所  

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

▼
内

容  

日
本
の
響
き
や
踊
り
が
次
々

と
飛
び
出
し
、
世
界
の
楽
器
も
演

奏
し
ま
す
。
和
太
鼓
や
手
話
を
使

い
な
が
ら
皆
さ
ん
も
参
加
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
▼
対
象 

幼
児
、
小
学
生
、
保
護
者
な
ど　

▼

定
員　

１
５
０
人　

▼
入
場
無
料 

▼
問
い
合
わ
せ　

児
童
セ
ン
タ
ー
☎

５
５
４―

５
７
０
６

▼
日
程　

８
月
25
日
㈯
、
10
月
27
日

㈯
、
12
月
22
日
㈯
、
２
月
23
日
㈯

（
全
４
回
）　

▼
場
所　

教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
「
み
ら
い
」　

▼
内
容　

ク

ラ
フ
ト
教
室
、
実
験
教
室
、
体
験
教

室
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
し
て

子
供
た
ち
の
興
味
や
知
識
を
広
げ
る 

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加

費　

５
０
０
円
（
保
険
料
） 
▼
持
ち

物　

水
筒
、タ
オ
ル　

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

７
月
22
日
㈰
午
前

10
時
～
11
時
に
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
に
て　

※
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
翌
日
以
降
に
栗
原
宅
に
て
受
け
付

け
ま
す
☎
５
５
６―

７
７
２
９
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
兼
用
）

▼
日
時　

７
月
14
日
㈯
～
平
成
20
年

２
月
10
日
㈰
（
全
16
回
）
午
前
９
時

30
分
～
正
午　

▼
場
所　

星
河
公
民

館　

▼
内
容　

礼
儀
作
法
と
日
本
舞

踊
の
実
技　

▼
対
象　

小
学
生
（
高

学
年
）　

▼
定
員　

20
人　

▼
参
加

無
料　

▼
そ
の
他　

浴
衣
・
帯
・
足

袋
を
差
し
上
げ
ま
す
。
途
中
か
ら
で

も
参
加
可
。
▼
問
い
合
わ
せ　

花
柳

宅
☎
５
５
４―

８
７
８
７

　

ご
家
族
の
方
々
で
、
事
故
な
ど
に

遭
遇
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

や
、
病
気
な
ど
を
苦
に
家
出
し
て
い

る
な
ど
に
よ
り
、
ご
心
配
、
お
困
り
の

方
は
当
相
談
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

８
月
７
日
㈫
・
８
日
㈬
午

前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５

時　

▼
場
所　

埼
玉
県
警
察
本
部

（
県
庁
第
２
庁
舎
６
階
）　

▼
問
い

合
わ
せ　

同
本
部
刑
事
部
鑑
識
課
☎

０
４
８―

８
３
２―

０
１
１
０
（
内

線
４
６
２
６
）

27

広告

も
の
つ
く
り
大
学

 
市
民
特
別
公
開
講
座

平
和
の
た
め
の
行
田
戦
争
展

映
画
「
紙
屋
悦
子
の
青
春
」
上
映
会

児
童
劇
巡
回
事
業　

ひ
び
き

  

「
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
」

 

身
元
不
明
相
談
所

伝
統
文
化
日
本
舞
踊
こ
ど
も
教
室

　

  「
み
ん
な
で
踊
り
隊
」

 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の

　
　

  

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

「行田浮き城まつり協賛・浮き城のまち
子育てジョイ事業協賛」
▶日時　７月２８日（土）午前９時開場
▶場所　商工センターホール
▶上演内容　○「ハイジ」午前９時３０
分～　○「ミラクルバナナ」午前１１時
３０分～
▶入場無料　入場チケットは、市内福引
売り出し加盟店にて、お買い物の際に無
料配布しています。数に限りがあります
ので問い合わせください。
▶主催　行田市商店会連合会
▶問い合わせ　同連合会☎５５６－
８００３（午前１０時～午後４時）



▼
開
設
期
間　

７
月
14
日
㈯
～
９

月
２
日
㈰　

▼
開
設
時
間　

午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
※

天
候
な
ど
の
状
況
に
よ
り
休
園
・

時
間
変
更
あ
り　

▼
利
用
料
金 

一
般
・
学
生
（
高
校
生
以
上
）

７
０
０
円
、
児
童
・
生
徒
（
３
歳

～
中
学
生
）
２
０
０
円
、幼
児
（
３

歳
未
満
）
無
料　

※
回
数
券
（
10

回
分
）
大
人
５
千
６
０
０
円
・
小

人
１
千
６
０
０
円　

▼
そ
の
他 

就
学
前
の
子
ど
も
に
は
保
護
者
の

付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
一
部
の

プ
ー
ル
は
身
長
制
限
が
あ
り
ま

す
。
障
害
者
減
額
制
度
あ
り
。
７

月
16
日
㈪
に
幼
児
か
ら
小
学
生
を

対
象
と
し
た
「
海
の
日
ス
イ
カ
割

り
大
会
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
ま
た
は
総
合
公

園
プ
ー
ル
管
理
事
務
所
（
和

田
１
１
６
５
）
☎
５
５
６―

９
５
５
５

▼
開
設
期
間　

７
月
21
日
㈯
～

９
月
１
日
㈯　

※
天
候
な
ど
の

状
況
に
よ
り
変
更
あ
り　

▼
開

設
時
間　
【
昼
間
の
部
】
午
前

10
時
～
午
後
５
時　
【
夜
間
の

部
】
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分 

▼
利
用
料
金　

一
般
・
学
生
（
高

校
生
以
上
）
１
５
０
円
、
児
童
・

生
徒
（
３
歳
～
中
学
生
）
70
円
、

幼
児
（
３
歳
未
満
）
無
料　

▼
そ

の
他　

就
学
前
の
子
ど
も
に
は
保

護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。 

一
部
の
プ
ー
ル
は
身
長
制
限
が
あ

り
ま
す
。障
害
者
減
額
制
度
あ
り
。

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
ま
た
は
市
民
プ
ー

ル
（
本
丸
３―

５
）
☎
５
５
５―

２
４
５
５

▼
日
時　

８
月
５
日
㈰
午
前
７
時

～
午
後
５
時
30
分
（
予
定
）　

▼

集
合　

午
前
６
時
50
分
に
商
工
セ

ン
タ
ー
前　

▼
見
学
場
所　

横
浜

火
力
発
電
所
お
よ
び
電
気
の
史
料

館
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）　

▼
対

象　

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
（
過
去
に
参
加
さ
れ

た
方
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
）　

▼

定
員　

15
組
30
人　

▼
参
加
無
料 

▼
持
ち
物　

昼
食
、
筆
記
用
具
な

ど　

▼
そ
の
他　

当
日
は
、
東
京

電
力
熊
谷
支
社
の
社
員
が
同
行

し
ま
す
。 

▼
申
し
込
み　

７
月

▼
日
時　

７
月
21
日
㈯
午
後
４

時
開
場　

午
後
５
時
30
分
開
演 

▼
場
所　

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み

ら
い
」 

▼
内
容　

今
注
目
の
鹿
児
島

の
天
才
ピ
ア
ノ
マ
ン
木
下
航
志
さ
ん

が
心
か
ら
奏
で
る
ピ
ア
ノ
と
歌
を
行

田
の
ま
ち
に
響
か
せ
ま
す
。
▼
入
場

料　

１
千
８
０
０
円　

▼
チ
ケ
ッ
ト

取
り
扱
い　

川
島
書
店
、
宮
脇
書
店 

▼
問
い
合
わ
せ　

木
下
航
志

S
um

m
er Live in G

yoda

代
表

☎
５
５
３―

４
４
２
６

▼
日
時　

８
月
７
日
㈫
午
前
10
時
～

11
時
30
分（
受
付
午
前
９
時
30
分
～
） 

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら

ぎ
の
里
」　

▼
対
象　

市
内
在
住
の

乳
幼
児
を
持
つ
父
母　

▼
会
費　

１
０
０
円　

▼
内
容　

子
育
て
中

の
親
同
士
で
語
ら
う
（
託
児
つ
き
） 

▼
定
員　

30
人　

▼
主
催　

行
田
市

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会　

▼
後

援　

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

７
月
９
日
㈪
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

第
１
・
３
火
曜
日
午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分
、
第
２
・
４
土

曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

み
ず
し
ろ　

▼
対
象　

外
国
人
の
方 

▼
内
容　

日
本
語
指
導
、
日
本
文
化

の
紹
介
な
ど　

▼
参
加
無
料　

▼
そ

の
他　

指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

中　

▼
問
い
合
わ
せ　

小
宮
宅
☎

５
４
１―

８
８
７
４
（
夜
間
）

28

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

総
合
公
園
の　
　

プ
ー
ル
開
設

広告

子
育
て
談
話
室  

た
ん
ぽ
ぽ

行
田
に
ほ
ん
ご
教
室

木き
し
た
こ
う
し

下
航
志
ラ
イ
ブ　

Sum
m

er Live in G
yoda

市
民
プ
ー
ル
の  　

夏
期
プ
ー
ル
開
設

自
由
研
究
テ
ー
マ
発
掘
！

夏
休
み
子
ど
も
電
気
た
ん
け
ん
隊

（
火
力
発
電
所
見
学
会
）

行田市の人口と世帯　　　　 人口８７,９５９人　　男４３,８２１人　　女４４,１３８人　　世帯数３２,０２５世帯
（平成１９年６月１日現在）　 ５月中の異動　出生４９人　転入等２４１人　死亡５１人　転出等２４５人
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22
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
商
工
セ
ン

タ
ー
２
階
窓
口
ま
で

▼
日
時　

７
月
14
日
㈯
・
21
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～　

▼
場
所　

古

代
蓮
会
館
休
憩
所　

▼
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
者　

加
藤
栄
さ
ん　

▼

入
館
料　

大
人
４
０
０
円
、
小
人

２
０
０
円
※
未
就
学
児
童
無
料

▼
日
時　

７
月
22
日
㈰
午
前
10
時

～
正
午　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館

休
憩
所　

▼
作
品
名　
「
蓮
の
赤

ち
ゃ
ん
」　

▼
協
力　

吉
田
初
代

さ
ん
（
全
国
創
作
ね
ん
土
人
形
の

会
「
サ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」） 

▼
参
加
費　

２
０
０
円（
材
料
費
） 

▼
そ
の
他　

別
途
、
古
代
蓮
会
館

入
館
料
（
大
人
４
０
０
円
、
小
人

２
０
０
円
※
未
就
学
児
童
無
料
）

が
必
要
で
す
。
▼
申
し
込
み　

開

催
時
間
中
随
時
受
付

▼
日
時　

９
月
１
日
㈯【
第
１
回
】

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分 

【
第
２
回
】
午
後
２
時
～
４
時 

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

▼
入
場
無
料　

▼
定
員　

各
回

２
０
０
人　

▼
申
し
込
み　

７
月

22
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
商
工
セ
ン

タ
ー
２
階
窓
口
に
て
整
理
券
を

配
布

▼
日
時　

７
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
・

28
日
㈯
・
29
日
㈰
【
午
前
の
部
】

午
前
11
時
～
【
午
後
の
部
】
午
後

１
時
～　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館

休
憩
所　

▼
出
演　

行
田
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
協
会
、
行
田
音
楽
家
協
会 

▼
入
館
料　

大
人
４
０
０
円
、
小

人
２
０
０
円
※
未
就
学
児
童
無
料 

▼
問
い
合
わ
せ　

産
業
文
化
会
館

☎
５
５
６―

６
３
７
１

▼
日
時　

７
月
20
日
㈮
～
９
月
14

日
㈮
午
後
２
時
～
４
時（
全
６
回
） 

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
Ｂ
１
創

作
室　

▼
対
象　

成
人（
初
心
者
） 

▼
定
員　

25
人
（
先
着
順
）　

▼

内
容　

日
用
品
な
ど
の
作
製　

▼

参
加
費　

２
千
５
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）　

▼
申
し
込
み　

７
月

14
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
同
館
窓
口

に
て
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の

電
話
で
の
受
け
付
け
は
翌
日
午
前

９
時
～
）

▼
日
時　

毎
週
土
曜
日　

午
前

９
時
～
10
時　

▼
場
所　

行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
内
容 

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
行
い

ま
す
。
リ
ズ
ム
感
覚
を
養
い
な

が
ら
体
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
せ

ん
か
。
▼
対
象　

小
学
１
年
生
～

４
年
生　

▼
月
会
費　

２
千
円　

▼
申
し
込
み　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
窓
口
に
て
随
時
受
け
付
け

（
定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
※
電
話
予

約
可
。

▼
日
時　

８
月
３
日
㈮
午
後
６

時
30
分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文

化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
演
目　
「
白

鳥
の
湖
」
よ
り
第
１
幕
２
場
ほ

か　

▼
入
場
料　

全
席
指
定　

Ｓ

席
６
千
円
、
Ａ
席
５
千
円　

▼
チ

ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

産
業
文
化
会

館
ほ
か

29

い
き
い
き
財
団
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

「
カ
ー
ズ
日
本
語
吹
替
版
上
映
会
」

ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
会
員

広告

古
代
蓮
会
館
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
贈
る　
　
　

愛
と
別
れ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」

蓮
の
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

手
づ
く
り
紙
ね
ん
ど
細
工
講
座

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

さ
ん
ぶ
ん
陶
芸
教
室

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
バ
レ
エ

～
華
麗
な
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

バ
レ
エ
・
ハ
イ
ラ
イ
ト
～

固定資産税・都市計画税・・２期　　　介護保険料・・・・・・・１期
国民健康保険税・・・・・・１期　　　納期限・・・・７月３１日（火）

今月の納税



　

村
明
細
帳
は
村
高
、反
別
、年
貢
高
、人
口
、家
数
、

牛
馬
の
数
な
ど
の
統
計
的
な
こ
と
か
ら
用
水
、
入
会

地
、
農
業
の
間
の
副
業
な
ど
ま
で
、
そ
の
村
の
概
要

に
つ
い
て
記
し
た
、
い
わ
ば
村
勢
要
覧
で
す
。
各
村

で
作
製
さ
れ
領
主
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
毎
年
作

製
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
般
に
は
幕
府
の
巡
検

使
が
派
遣
さ
れ
た
場
合
や
領
主
・
代
官
が
交
代
し
た

場
合
、
将
軍
の
日
光
社
参
が
行
わ
れ
た
場
合
な
ど
に

作
ら
れ
ま
し
た
。

　

忍
藩
領
内
で
も
各
村
で
村
明
細
帳
が
作
製
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
存
し
て
い
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
明
和
元
年
（
１
７
６
４
）
に
持

田
村
で
作
製
さ
れ
た
村
明
細
帳
を
事
例
に
し
て
、
当

時
の
村
の
様
子
を
眺
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

冒
頭
に
持
田
村
の
村
高
３
千
石
２
斗
と
総
面
積

２
６
７
町
２
反
６
畝
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
田

や
畑
、
屋
敷
地
と
い
っ
た
地
目
ご
と
の
面
積
と
、
そ

こ
か
ら
水
路
に
な
っ
た
り
、
洪
水
に
よ
る
潰
地
な
ど

耕
作
不
能
と
な
っ
た
り
し
た
土
地
を
引
い
た
、
実
際

の
耕
作
地
と
屋
敷
地
の
面
積
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
年
貢
を
徴
収
す
る
際
の
対
象
地
と
な
っ
て

い
き
ま
す
。
次
に
村
内
の
寺
社
名
と

朱
印
地
、
寺
が
所
有
す
る
除
地
（
無

税
地
）
が
記
さ
れ
、
村
内
の
人
口
へ

と
続
き
ま
す
。
年
貢
を
払
う
義
務
の

あ
る
本
百
姓
が
１
８
０
人
、
そ
の
家

族
を
合
わ
せ
て
男
女
計
７
９
４
人
、

住
居
も
１
８
０
軒
、
馬
の
数
47
頭
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
半
部
分
は
持
田
村
が
負
担
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
役

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
忍
城
内
の
堀
浚ざ
ら

い
人

足
の
供
給
を
は
じ
め
村
内
や
そ
の
周
辺
を
流
れ
る
用

水
の
藻
刈
人
足
、
大
水
の
際
の
道
路
の
修
復
や
日
常

の
維
持
管
理
ま
で
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

持
田
村
は
村
高
に
比
べ
て
百
姓
の
数
が
少
な
い
た
め

耕
作
者
の
手
が
足
り
ず
、
周
辺
の
村
か
ら
の
入
作
で

凌し
の

い
で
い
る
の
に
加
え
、
宝
暦
４
年
（
１
７
５
４
）

の
洪
水
の
影
響
で
村
が
困
窮
し
て
い
る
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
提
出
す
る
側
と
し
て
は
裕
福
か
困
窮
か

と
問
わ
れ
れ
ば
、
少
し
で
も
村
の
負
担
を
減
ら
し
た

い
た
め
、
困
窮
し
て
い
ま
す
と
答
え
る
の
が
常
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む
に
は
、

そ
の
辺
り
の
背
景
を
考
慮
し
な
が
ら
理
解
し
て
い
く

の
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

　いよいよ夏本番ですね。夏バテ予防に水分補給はもちろんですが、バラン
スのとれた食事が大切です。
　玉ネギは時間をかけて加熱すると甘味がでて料理をまろやかにし、砂糖の
使用量を少なくすることができます。また、生で食べると独特の香りと辛さ
があり、肉や魚のにおいを消します。辛味成分のアリシンはビタミンB1の吸
収を助けます。いつも引き立て役ですが、手軽なオーブントースター調理で、
主役にしてたっぷり食べてみませんか。

材料（2人分）
玉ネギ…200g（中1個）　粉チーズ…大さじ３　パセリ…少々

作り方
①玉ネギを厚さ1cmの輪切りにする。
②アルミホイルに玉ネギを並べ、粉チーズを振り掛けてオーブントースター
で15分焼く。
③みじん切りにしたパセリを飾る。
※肉や魚を加えて焼くこともできます

… 甘 さ に び っ く り …
玉ネギの粉チーズ焼き

栄養成分（1人分）
エネルギー 80kcal　たんぱく質 5.0g　脂質 2.8g　炭水化物
9.0g　食塩相当量0.4g　食物繊維1.5g　カルシウム136mg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■発行日／平成19年 7月1日

■発　行／行田市役所　〒３６１−８６０１行田市本丸 2 番 5 号
　　　　　TEL ５５６−１１１１　FAX ５５０−２１１６
　　　　　ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp
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■編　集／総合政策部広報広聴課

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　問い合わせは、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅に届けています。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。

村
明
細
帳
～
江
戸
時
代
の
村
勢
要
覧
～
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忍
藩
主
阿
部
家

忍
藩
主
阿
部
家

43持田村明細帳（明和元年）

環境にやさしい大豆油インキ


